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３
月
定
例
会
は
３
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で

９
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。

初

日

渡
邉
町
長
は
施
政
説
明
で
「
令

和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
引
き
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の

対
応
を
最
大
限
考
慮
し
つ
つ
『
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
』
を
基
本
に
、
限
ら

れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配
分
と
歳
出
の
効
率

化
を
図
り
つ
つ
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

に
資
す
る
予
算
の
編
成
を
基
本
的
な
方
針
と

し
た
。
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
で
は
、

起
業
者
数
は
１
年
間
の
目
標
数
値
３
人
を
７

人
上
回
る
10
人
で
、
事
業
所
改
修
に
つ
い
て

も
９
件
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
町
内
で
の
事

業
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い

る
」
と
述
べ
た
。
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２
日
目

一
般
質
問
に
は
６
名
が
登
壇
。

除
雪
事
業
、
少
子
化
対
策
、
五
城
目
小
学
校

旧
校
舎
跡
地
の
活
用
、
雀
館
公
園
の
整
備
、

郷
土
の
味
保
全
、
森
林
環
境
贈
与
税
な
ど
の

質
問
が
行
わ
れ
た
。

３
日
目
～
５
日
目

当
局
よ
り
令
和
４
年

度
一
般
会
計
予
算
案
、
特
別
会
計
予
算
案
、

五
城
目
町
総
合
発
展
計
画
基
本
構
想
な
ど
33

件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
各
常
任
委
員
会
で

審
査
し
た
。

最
終
日

各
委
員
長
報
告
の
後
、
全
議
案

を
可
決
・
認
定
し
た
。
ま
た
陳
情
１
件
を
採

択
し
た
。

（
松
浦
　
　
真
）

令
和
４
年
度
の
主
な
予
算

令和４年度一般会計予算

年度当初の予算審議は議会の大切な役割

工事が進む火葬場

町長からの施政説明報告
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
財

産
管
理
費
に
五
城
目
小
学
校
旧
校
舎
跡
地

に
関
す
る
６
５
９
万
３
千
円
が
計
上
さ
れ

た
。そ

の
内
訳
は
、
安
全
対
策
に
係
る
工
事

請
負
費
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
桜
剪
定
・
草
刈

り
な
ど
保
守
管
理
委
託
料
を
計
上
し
普
通

財
産
と
し
て
管
理
す
る
も
の
。

町
は
こ
れ
ま
で
、
同

所
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
た
め

構
築
物
の
建
設
は
難
し

い
が
、
町
民
の
声
を
参

考
に
し
、
関
係
機
関
と

協
議
を
し
た
う
え
で
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
の

場
、
憩
い
の
広
場
な
ど

と
な
る
よ
う
検
討
す
る

と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
き

て
突
然
方
針
転
換
を
し
、

令
和
４
年
度
は
人
の
立

ち
入
り
を
想
定
し
な
い

と
し
た
こ
と
に
、
議
員

か
ら
質
疑
が
相
次
ぎ
、

併
せ
て
新
年
度
の
計
画

図
面
の
提
出
を
求
め
た
。

坂
の
下
に
車
止
め

ゲ
ー
ト
と
防
護
柵
、
高

台
に
転
落
防
止
柵
、プ
ー

ル
跡
に
は
ベ
ン
チ
２
基
を
設
置
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
桜
剪
定
と
斜
面
の
草
刈
り
と
い
う
内
容

だ
が
、
人
の
立
ち
入
り
を
想
定
し
て
い
な
い

点
と
矛
盾
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
町
民
の
声

を
参
考
に
す
る
こ
と
も
、
関
係
機
関
と
の
協

議
を
す
る
こ
と
も
な
く
進
め
て
い
る
。

議
案
上
程
時
の
質
疑
で
議
会
は
紛
糾
し
、

町
当
局
は
「
原
点
に
返
り
再
度
慎
重
に
協
議

検
討
し
て
い
く
」
と
方
針
を
変
え
た
。

こ
の
事
案
に
つ
い
て
総
務
産
業
常
任
委

員
会
で
は
、
事
業
の
進
め
方
と
手
続
き
に

つ
い
て
瑕か

疵し

が
あ
る
と
し
て
総
務
課
長
に

説
明
を
求
め
た
。

総
務
課
長
「
手
続
き
を
や
り
直
し
、
あ

ら
た
め
て
関
係
機
関
な
ど
と
の
協
議
を
経

て
、
利
活
用
方
法
を
定
め
た
の
ち
に
出
来

る
限
り
早
期
に
必
要
な
整
備
を

実
施
す
る
」

協
議
を
深
め
る
た
め
副
町
長

に
出
席
を
要
請
し
説
明
を
求
め

た
。副

町
長
「
手
続
き
の
不
備
に

つ
い
て
陳
謝
す
る
。
今
後
係
る

経
費
に
つ
い
て
補
正
予
算
で
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
く
」

総
務
課
長
「
早
急
な
安
全
対

策
が
必
要
で
あ
り
、
今
回
計
上

し
た
予
算
の
一
部
で
執
行
す
る

こ
と
を
了
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
」ࣽ
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（
荒
川
　
　
滋
）

議員に配布された旧校舎跡地の計画図面

五小旧校舎跡地の
利活用方針を巡り紛糾
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
財

産
管
理
費
に
五
城
目
小
学
校
旧
校
舎
跡
地

に
関
す
る
６
５
９
万
３
千
円
が
計
上
さ
れ

た
。そ

の
内
訳
は
、
安
全
対
策
に
係
る
工
事

請
負
費
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
桜
剪
定
・
草
刈

り
な
ど
保
守
管
理
委
託
料
を
計
上
し
普
通

財
産
と
し
て
管
理
す
る
も
の
。

町
は
こ
れ
ま
で
、
同

所
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
た
め

構
築
物
の
建
設
は
難
し

い
が
、
町
民
の
声
を
参

考
に
し
、
関
係
機
関
と

協
議
を
し
た
う
え
で
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
の

場
、
憩
い
の
広
場
な
ど

と
な
る
よ
う
検
討
す
る

と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
き

て
突
然
方
針
転
換
を
し
、

令
和
４
年
度
は
人
の
立

ち
入
り
を
想
定
し
な
い

と
し
た
こ
と
に
、
議
員

か
ら
質
疑
が
相
次
ぎ
、

併
せ
て
新
年
度
の
計
画

図
面
の
提
出
を
求
め
た
。

坂
の
下
に
車
止
め

ゲ
ー
ト
と
防
護
柵
、
高

台
に
転
落
防
止
柵
、プ
ー

ル
跡
に
は
ベ
ン
チ
２
基
を
設
置
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
桜
剪
定
と
斜
面
の
草
刈
り
と
い
う
内
容

だ
が
、
人
の
立
ち
入
り
を
想
定
し
て
い
な
い

点
と
矛
盾
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
町
民
の
声

を
参
考
に
す
る
こ
と
も
、
関
係
機
関
と
の
協

議
を
す
る
こ
と
も
な
く
進
め
て
い
る
。

議
案
上
程
時
の
質
疑
で
議
会
は
紛
糾
し
、

町
当
局
は
「
原
点
に
返
り
再
度
慎
重
に
協
議

検
討
し
て
い
く
」
と
方
針
を
変
え
た
。

こ
の
事
案
に
つ
い
て
総
務
産
業
常
任
委

員
会
で
は
、
事
業
の
進
め
方
と
手
続
き
に

つ
い
て
瑕か

疵し

が
あ
る
と
し
て
総
務
課
長
に

説
明
を
求
め
た
。

総
務
課
長
「
手
続
き
を
や
り
直
し
、
あ

ら
た
め
て
関
係
機
関
な
ど
と
の
協
議
を
経

て
、
利
活
用
方
法
を
定
め
た
の
ち
に
出
来

る
限
り
早
期
に
必
要
な
整
備
を

実
施
す
る
」

協
議
を
深
め
る
た
め
副
町
長

に
出
席
を
要
請
し
説
明
を
求
め

た
。副

町
長
「
手
続
き
の
不
備
に

つ
い
て
陳
謝
す
る
。
今
後
係
る

経
費
に
つ
い
て
補
正
予
算
で
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
く
」

総
務
課
長
「
早
急
な
安
全
対

策
が
必
要
で
あ
り
、
今
回
計
上

し
た
予
算
の
一
部
で
執
行
す
る

こ
と
を
了
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
」ࣽ

ٝ
⅛

⅔
⅜
”

൚
ޫ
⅘

ⅲ
ⅵ
ྦྷ
փ
ྫ
ণ
”
ྟ

࣐
ଽ
”

݈
ٛ
ࠚ
ণ
⅕
࡞
ⅸ
ⅶ
⅓
Ⅿ
ॽ
༷

⅗
ℵ
ૺ
Ⅾ
༷
℺
Ⴚ
೮
ⅅ
⅍
„
ࣽ

ࢃ
⅜
ܨ
ⅻ
֨
℻

Ⅾ
⅓
࣐
ଽ
ⅻ

ૺ
Ⅾ
ⅵ
ⅲ
ℶ
ঐ
ഊ
ⅅ
⅍
„


۾
Ⴒ
ܱ
ম
ℏ
11

（
荒
川
　
　
滋
）

議員に配布された旧校舎跡地の計画図面

五小旧校舎跡地五小旧校舎跡地のの
利活用方針を巡り紛糾利活用方針を巡り紛糾

3　五城目町議会だより　No. 150 令和４年５月１日

３月
定例会

議
会
の
経
過

コロナ対策コロナ対策とと持続可能な行財政運営持続可能な行財政運営
5555億億5,7005,700万円万円
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３
月
定
例
会
は
３
月
７
日
か
ら

　

３
月
定
例
会
は
３
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で

９
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。

９
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。

初

日

渡
邉
町
長
は
施
政
説
明
で
「
令

和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
引
き
続

和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
引
き
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の

対
応
を
最
大
限
考
慮
し
つ
つ
『
ス
ク
ラ
ッ

対
応
を
最
大
限
考
慮
し
つ
つ
『
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
』
を
基
本
に
、
限
ら

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
』
を
基
本
に
、
限
ら

れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配
分
と
歳
出
の
効
率

れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配
分
と
歳
出
の
効
率

化
を
図
り
つ
つ
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

化
を
図
り
つ
つ
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

に
資
す
る
予
算
の
編
成
を
基
本
的
な
方
針
と

に
資
す
る
予
算
の
編
成
を
基
本
的
な
方
針
と

し
た
。
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

し
た
。
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
で
は
、

総
合
戦
略
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
で
は
、

起
業
者
数
は
１
年
間
の
目
標
数
値
３
人
を
７

起
業
者
数
は
１
年
間
の
目
標
数
値
３
人
を
７

人
上
回
る
10
人
で
、
事
業
所
改
修
に
つ
い
て

も
９
件
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
町
内
で
の
事

業
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い

る
」
と
述
べ
た
。
⅋
⅛
ࢃ
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２
日
目

一
般
質
問
に
は
６
名
が
登
壇
。

除
雪
事
業
、
少
子
化
対
策
、
五
城
目
小
学
校

旧
校
舎
跡
地
の
活
用
、
雀
館
公
園
の
整
備
、

郷
土
の
味
保
全
、
森
林
環
境
贈
与
税
な
ど
の

質
問
が
行
わ
れ
た
。

３
日
目
～
５
日
目

当
局
よ
り
令
和
４
年

度
一
般
会
計
予
算
案
、
特
別
会
計
予
算
案
、

五
城
目
町
総
合
発
展
計
画
基
本
構
想
な
ど
33

件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
各
常
任
委
員
会
で

審
査
し
た
。

最
終
日

各
委
員
長
報
告
の
後
、
全
議
案

を
可
決
・
認
定
し
た
。
ま
た
陳
情
１
件
を
採

択
し
た
。

（
松
浦
　
　
真
）

令
和
４
年
度
の
主
な
予
算

令和４年度一般会計予算

年度当初の予算審議は議会の大切な役割

工事が進む火葬場

町長からの施政説明報告
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（
松
浦　
　

真
）

陳
情
と

意
見
書

◆
森
林
整
備
を
推
進

す
る
た
め
森
林
環
境

譲
与
税
の
活
用
を
求

め
る
陳
情
書

採択陳
情
者

五
城
目
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

石
井

一
夫

意
見
書
（
抜
粋
）

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
基
金
と

し
て
積
立
す
る
の
で
は
な
く
、
積

極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
は
以
下

の
３
点
を
望
む
。

一
、
国
土
保
全
と
脱
炭
素
社
会
実

現
の
た
め
再
造
林
及
び
拡
大

造
林
に
対
す
る
助
成
を
図

る
。

二
、
森
林
所
有
者
の
負
担
が
大
き

い
下
刈
り
捨
て
切
り
間
伐
な

ど
保
育
事
業
に
対
す
る
助
成

を
図
る
。

三
、
間
伐
事
業
な
ど
森
林
整
備
を

推
進
す
る
た
め
大
型
ト
ラ
ッ

ク
通
行
可
能
林
道
へ
の
早
期

改
修
を
図
る
。

議
会
運
営
委
員
会

・
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

・
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会

に
関
す
る
事
項

・
議
案（
条
例
、
予
算
、
契
約
）及

び
請
願
、
陳
情
に
関
す
る
事
項

・
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

・
そ
の
他
、
議
会
運
営
に
関
す

る
事
項

委
員
長

佐
々
木
仁
茂

副
委
員
長

斎
藤　
　

晋

委　
　

員

工
藤

政
彦

委　
　

員

椎
名

志
保

委　
　

員

荒
川　
　

滋

委　
　

員

佐
藤

重
信

参　
　

与
　
　
　
　
　

議

長

石
川

交
三

副
議
長

伊
藤

正
春

総
務
産
業

常
任
委
員
会

●

総
務
課

ま
ち
づ
く
り
課

税
務
課

出
納
室

選
挙
管
理
委
員
会

農
林
振
興
課

商
工
振
興
課

建
設
課

農
業
委
員
会

議
会
事
務
局

監
査
委
員
の
所
管
に
関
す

る
事
項

●

右
記
に
関
す
る
条
例
及
び

工
事
に
関
す
る
事
務
の
調

査
及
び
議
案
、
請
願
、
陳

情
な
ど
に
関
す
る
事
項

●

他
の
常
任
委
員
会
の
所
管

に
属
さ
な
い
事
項

こ
れ
ら
の
審
査
を
行
う

委
員
長

荒
川　
　

滋

副
委
員
長

工
藤

途
子

委　
　

員

佐
々
木
仁
茂

委　
　

員

石
井

光
雅

委　
　

員

伊
藤

正
春

委　
　

員

佐
藤

重
信

委　
　

員

舘
岡　
　

隆

教
育
民
生

常
任
委
員
会

●

学
校
教
育
課

生
涯
学
習
課

住
民
生
活
課

健
康
福
祉
課

消
防
本
部
の
所
管
に
関
す

る
事
項

●

右
記
に
関
す
る
条
例
及
び

工
事
に
関
す
る
事
務
の
調

査
及
び
議
案
、
請
願
、
陳

情
な
ど
に
関
す
る
事
項

こ
れ
ら
の
審
査
を
行
う

委
員
長

椎
名

志
保

副
委
員
長

松
浦　
　

真

委　
　

員

工
藤

政
彦

委　
　

員

石
川

交
三

委　
　

員

畑
澤

洋
子

委　
　

員

斎
藤　
　

晋

委　
　

員

荒
川

正
己

各委員会の構成が決まる

第
一
回

臨
時
会

４
月
４
日

議
会
広
報

編
集
委
員
会

委
員
長

松
浦

真

副
委
員
長

工
藤

政
彦

委　
　

員

工
藤

途
子

委　
　

員

椎
名

志
保

委　
　

員

荒
川

滋

委　
　

員

斎
藤

晋

委　
　

員

石
井

光
雅

参　
　

与

議

長

石
川

交
三

副
議
長

伊
藤

正
春

議
会
の
構
成
が
変
わ
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
会
・
各
常
任
委

員
会
・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
の

構
成
を
決
め
閉
会
し
た
。

３
月
定
例
会
で
は
１
件
の

陳
情
を
採
択
し
た
。
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（
松
浦　
　

真
）

五城目町総合発展計画とは 第
１
回

議
会
議
員
全
員
協
議
会

事
務
局
職
員
紹
介

町の将来像

̧̦͌͂ܵȂ̧̻̦ܵ͘Ȃ
̷̱̀ྚြ̦̩ܵ五城目

ࣣอജْ̦ࠗ࿒ঐ̳10ා͈ࢃ͈উ̳́ȃ

̭͈ြ௨ͬో଼̳̹ͥ͛Ȃऒ͈˒ུ͈̾ܖ

࿒ດͅڎ̹̽״ঔॐͬૺ̳͛͘ȃ

総合発展計画の構成
႓გ˔ාഽ

令
和
４
年
度

令
和
13
年
度

ே　ࢹ　ུ　ܖ

ஜْུࠗܖܢ ْུࠗܖܢࢃ

႓გːාഽ̥ͣ႓გ13ාഽ͈͉́͘ۼܢْࠗ

10̥ා̱͂Ȃ前̸̷ͦͦܢࢃ͂ܢˑ̥ාུ͈ܖ

ȃ଼̳̱͘ࢹْ́ࠗ

６つの基本目標と主な施策

❶ুட͂გ̱̹༥̱ͣͬ
　　　̢ͥ“ܖ๕̩̿ͤ”

●ྛႁ଼̜ͥࠁ۷͈ࠊ
●ਯ۪͈ۼߗޏା
●౷֖ވచॐ͈ଔૺ
●౷أݩاచॐ͂新ΥσΆȜ͈൦
●౷֖ཡबႁ͈اޑ

❷౷֖ͅය̞ͩ͂
”ႁ͚ͬ“ॲު̩̿ͤڰ

●ႅު͈૦͂ޟ଼̞͈֗Ȇږ༗
●౷ાॲު଼͈֗ͥ͢ͅ׳
ȁȁȁȁȁȁȁȁȁ͈ުࢥ૦ޟ
●ܑުည౿͍ͅࡹဥ͈ٛܥ
●ܳު৪͈׳

Ȃু̵̧̱̩ͣͥͅࢨ❸
　　　　　　　“հ̩̿ͤ”

●ঊ͈֗̀ޏ۪׳ਰ
ȁȁȁȁȁȁȁ̤͍͢ઁঊاచॐ
●ছ͈ਰ
●ࣞႢ৪̧͈̦̞̩͈̿ͤଔૺ
●༗࠲చॐ͈ਰ͂
ȁȁȁ֓ၷఘଷ͈ȆႲاޑࠈ

ാ͙ͬ֗Ȃޡ❹
　ྚြ̠ͬ“̩͌͂̿ͤ”

ਰ͈֗ޗࢷڠ●
●ڠپਠ͈ଔૺ
●ఉအ̈́ΑεȜΜڰ൲͈ຽݞ
●ഥൡࠑ͈اઇ

̦̥̠͈̞͢ࡽ̤❺
　　　　“̦̩̾̈́ͤ̿ͤ”

౷֖̩͈̿ͤଔૺ̈́ܨࡓ●
●ఉအͅྖ̻̹
ȁȁȁȁȁȁ̻̩͈̿ͤ͘ଔૺ
●֊ਯȆਯȆၠ事ު͈ଔૺ

ෝ̈́خ́࠲❻
　　ྚြͬ目ঐ̳“౷֖אࠐ”

༗ږ๕͈ܖ़̈́ଽ࠲●
●ΣȜΒͅచ؊̱̹
ȁȁȁȁȁȁ࣐ଽȜΫΑ͈ރ
ၑۯঔ୭൝͈ވ●

令
和
４
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な

「
町
総
合
発
展
計
画
」
の
基
本
構
想
が
、
町

議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
。

本
計
画
は
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い

く
。
昨
年
４
月
に
実
施
し
た
町
民
ま
ち
づ
く

り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
町
民
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
つ
つ
、
各
分
野
の
有
識
者
24
名

を
集
め
て
、
提
案
や
意
見
を
合
わ
せ
な
が
ら

計
画
策
定
を
進
め
て
き
た
。

「
総
合
発
展
計
画
内
の
目
標
設
定
と
し
て

全
体
的
に
消
極
的
な
数
値
が
多
い
の
で
は
な

い
か
。
例
え
ば
、
町
へ
の
愛
着
指
数
が
令
和

２
年
度
に
40
・
７
％
で
あ
っ
た
も
の
を
、
令

和
13
年
度
に
45
％
に
す
る
と
い
う
数
値
は
、

目
標
と
し
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
低
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
」と
の
議
員
か
ら
の
質
疑
に
対
し
、

「
今
回
の
目
標
数
値
は
過
年
度
か
ら
の
実
績

を
ベ
ー
ス
に
設
定
し
て
い
る
。
今
後
、
計
画

策
定
後
に
都
度
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
た

め
、ま
ず
は
こ
の
数
値
で
進
め
て
い
き
た
い
」

と
当
局
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

協
議
案
件
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令
和
４
年
２
月
16
日

定
年
退
職
ま
で
の
３
年
間
を
議
会
事

務
局
に
在
籍
し
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
五
城
目
町
議
会
の
皆
様
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
で
議
会

事
務
局
長
を
拝
命
し
ま
し
た
東
海
林
博

文
で
す
。
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
た
こ
と
の

な
い
業
務
に
、
日
々
、
戸
惑
い
と
不
安
を

抱
え
な
が
ら
向
か
い
合
っ
て
お
り
ま
す
。

町
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
る
予
算
や
条

例
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
可
否
を
決
定

す
る
権
限
を
も
つ
議
会
が
、
十
分
な
審

議
を
尽
く
し
町
民
の
代
表
と
し
て
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
事
務
局
職
員
一
同
務

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

前事務局長

門間　良雄

新事務局長

東
しょうじ

海林博
ひろ

文
ゆき
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五城目町総合発展計画とは五城目町総合発展計画とは 第
１
回
　

議
会
議
員
全
員
協
議
会

事
務
局
職
員
紹
介

事
務
局
職
員
紹
介

町の将来像

̧̦͌͂ܵȂ̧̻̦ܵ͘Ȃ
̷̱̀ྚြ̦̩ܵ五城目
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総合発展計画の構成
႓გ˔ාഽ

令
和
４
年
度

令
和
13
年
度

ே　ࢹ　ུ　ܖ

ஜْུࠗܖܢ ْུࠗܖܢࢃ

႓გːාഽ̥ͣ႓გ13ාഽ͈͉́͘ۼܢْࠗ
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６つの基本目標と主な施策
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令
和
４
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な

「
町
総
合
発
展
計
画
」
の
基
本
構
想
が
、
町

議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
。

　

本
計
画
は
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い

く
。
昨
年
４
月
に
実
施
し
た
町
民
ま
ち
づ
く

り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
町
民
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
つ
つ
、
各
分
野
の
有
識
者
24
名

を
集
め
て
、
提
案
や
意
見
を
合
わ
せ
な
が
ら

計
画
策
定
を
進
め
て
き
た
。

　

「
総
合
発
展
計
画
内
の
目
標
設
定
と
し
て

全
体
的
に
消
極
的
な
数
値
が
多
い
の
で
は
な

い
か
。
例
え
ば
、
町
へ
の
愛
着
指
数
が
令
和

２
年
度
に
40
・
７
％
で
あ
っ
た
も
の
を
、
令

和
13
年
度
に
45
％
に
す
る
と
い
う
数
値
は
、

目
標
と
し
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
低
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
」と
の
議
員
か
ら
の
質
疑
に
対
し
、

「
今
回
の
目
標
数
値
は
過
年
度
か
ら
の
実
績

を
ベ
ー
ス
に
設
定
し
て
い
る
。
今
後
、
計
画

策
定
後
に
都
度
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
た

め
、ま
ず
は
こ
の
数
値
で
進
め
て
い
き
た
い
」

と
当
局
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

協
議
案
件

₊
ࡼ
ઽ
࿒


ࣣ
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ࠗ
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⅘
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ક
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⅛

֥
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ྩ
൝
⅘
۾
ⅇ
ⅵ
ૄ
႕
⅛
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໐
٨
ୃ
⅘
⅑
ℵ
⅓

令
和
４
年
２
月
16
日

定
年
退
職
ま
で
の
３
年
間
を
議
会
事

務
局
に
在
籍
し
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
五
城
目
町
議
会
の
皆
様
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
で
議
会

事
務
局
長
を
拝
命
し
ま
し
た
東
海
林
博

文
で
す
。
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
た
こ
と
の

な
い
業
務
に
、
日
々
、
戸
惑
い
と
不
安
を

抱
え
な
が
ら
向
か
い
合
っ
て
お
り
ま
す
。

町
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
る
予
算
や
条

例
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
可
否
を
決
定

す
る
権
限
を
も
つ
議
会
が
、
十
分
な
審

議
を
尽
く
し
町
民
の
代
表
と
し
て
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
事
務
局
職
員
一
同
務

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

前事務局長

門間　良雄

新事務局長

東
しょうじ

海林博
ひろ

文
ゆき
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陳
情
と

意
見
書

◆
森
林
整
備
を
推
進

す
る
た
め
森
林
環
境

譲
与
税
の
活
用
を
求

め
る
陳
情
書

採択陳
情
者

五
城
目
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

石
井

一
夫

意
見
書
（
抜
粋
）

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
基
金
と

し
て
積
立
す
る
の
で
は
な
く
、
積

極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
は
以
下

の
３
点
を
望
む
。

一
、
国
土
保
全
と
脱
炭
素
社
会
実

現
の
た
め
再
造
林
及
び
拡
大

造
林
に
対
す
る
助
成
を
図

る
。

二
、
森
林
所
有
者
の
負
担
が
大
き

い
下
刈
り
捨
て
切
り
間
伐
な

ど
保
育
事
業
に
対
す
る
助
成

を
図
る
。

三
、
間
伐
事
業
な
ど
森
林
整
備
を

推
進
す
る
た
め
大
型
ト
ラ
ッ

ク
通
行
可
能
林
道
へ
の
早
期

改
修
を
図
る
。

議
会
運
営
委
員
会

・
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

・
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会

に
関
す
る
事
項

・
議
案（
条
例
、
予
算
、
契
約
）及

び
請
願
、
陳
情
に
関
す
る
事
項

・
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

・
そ
の
他
、
議
会
運
営
に
関
す

る
事
項

委
員
長

佐
々
木
仁
茂

副
委
員
長

斎
藤　
　

晋

委　
　

員

工
藤

政
彦

委　
　

員

椎
名

志
保

委　
　

員

荒
川　
　

滋

委　
　

員

佐
藤

重
信

参　
　

与
　
　
　
　
　

議

長

石
川

交
三

副
議
長

伊
藤

正
春

総
務
産
業

常
任
委
員
会

●

総
務
課

ま
ち
づ
く
り
課

税
務
課

出
納
室

選
挙
管
理
委
員
会

農
林
振
興
課

商
工
振
興
課

建
設
課

農
業
委
員
会

議
会
事
務
局

監
査
委
員
の
所
管
に
関
す

る
事
項

●

右
記
に
関
す
る
条
例
及
び

工
事
に
関
す
る
事
務
の
調

査
及
び
議
案
、
請
願
、
陳

情
な
ど
に
関
す
る
事
項

●

他
の
常
任
委
員
会
の
所
管

に
属
さ
な
い
事
項

こ
れ
ら
の
審
査
を
行
う

委
員
長

荒
川　
　

滋

副
委
員
長

工
藤

途
子

委　
　

員

佐
々
木
仁
茂

委　
　

員

石
井

光
雅

委　
　

員

伊
藤

正
春

委　
　

員

佐
藤

重
信

委　
　

員

舘
岡　
　

隆

教
育
民
生

常
任
委
員
会

●

学
校
教
育
課

生
涯
学
習
課

住
民
生
活
課

健
康
福
祉
課

消
防
本
部
の
所
管
に
関
す

る
事
項

●

右
記
に
関
す
る
条
例
及
び

工
事
に
関
す
る
事
務
の
調

査
及
び
議
案
、
請
願
、
陳

情
な
ど
に
関
す
る
事
項

こ
れ
ら
の
審
査
を
行
う

委
員
長

椎
名

志
保

副
委
員
長

松
浦　
　

真

委　
　

員

工
藤

政
彦

委　
　

員

石
川

交
三

委　
　

員

畑
澤

洋
子

委　
　

員

斎
藤　
　

晋

委　
　

員

荒
川

正
己

各委員会の構成が決まる

第
一
回

第
一
回

臨
時
会

臨
時
会

４
月
４
日

議
会
広
報

編
集
委
員
会

委
員
長

松
浦

真

副
委
員
長

工
藤

政
彦

委　
　

員

工
藤

途
子

委　
　

員

椎
名

志
保

委　
　

員

荒
川

滋

委　
　

員

斎
藤

晋

委　
　

員

石
井

光
雅

参　
　

与

議

長

石
川

交
三

副
議
長

伊
藤

正
春

　

議
会
の
構
成
が
変
わ
っ
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
・
各
常
任
委

員
会
・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
の

構
成
を
決
め
閉
会
し
た
。

　

３
月
定
例
会
で
は
１
件
の

陳
情
を
採
択
し
た
。
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委 員 会 の 点点

総務産業
常任委員会

（
畑
澤

洋
子
）

公
営
住
宅
の
共
同
施
設
と
し

て
い
た
「
新
里
町
集
会
所
、
矢

場
崎
集
会
所
」
を
関
係
各
町
内

会
へ
譲
与
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
。

委
員
か
ら
「
町
内
会
と
の
協

議
で
要
望
な
ど
は
あ
っ
た
か
」

と
質
疑
が
あ
り
、当
局
か
ら「
口

頭
で
の
協
議
を
進
め
て
き
た
結

果
、
無
償
で
の
譲
与
を
要
望
さ

れ
、
あ
る
程
度
の
修
繕
が
必
要

な
の
で
行
っ
た
」
と
回
答
が

あ
っ
た
。

修
繕
内
容
と
し
て
は
、
新
里

五
城
目
町
総
合
発
展
計
画

今
後
10
年
の
基
本
構
想
ま
と
ま
る

現
計
画
策
定
か
ら
10
年
が
経
過
す

る
中
で
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
に
伴
う
社
会
的
・
経
済
的
な

影
響
、
町
内
外
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
令
和

13
年
度
に
向
け
た
新
た
な
基
本
構
想

を
掲
げ
て
、
令
和
８
年
度
を
目
標
年

次
と
す
る
前
期
基
本
計
画
を
策
定
す

る
。委

員
か
ら
「
間
も
な
く
終
了
す
る

現
計
画
の
総
括
と
し
て
達
成
度
を
ど

う
と
ら
え
て
い
る
か
。
新
た
な
計
画

で
は
目
標
達
成
に
向
け
ど
う
変
わ
る

か
」
と
質
疑
が
あ
っ
た
。

当
局
か
ら
「
平
成
24
年
度
を
始
期

と
す
る
計
画
は
、
消
防
庁
舎
、
五
城

宿
泊
施
設
「
盆
城
庵
」

と
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
清

流
の
森
」
の
指
定
管
理
者

は
引
き
続
き
、
清
流
の
会

（
会
長
金
澤
幸
則
）
と
す

る
事
が
決
ま
っ
た
。
期
間

は
令
和
４
〜
６
年
度
の
３

年
間
。
年
間
の
指
定
管
理

料
は
盆
城
庵
47
・
８
万
円
、

清
流
の
森
４
５
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

目
小
学
校
、
防
災
行
政
無
線
、
湖
東

病
院
の
改
築
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

改
修
な
ど
大
規
模
な
ハ
ー
ド
事
業
が

進
め
ら
れ
、
達
成
度
は
高
い
と
と
ら

え
て
い
る
。
達
成
度
が
低
い
も
の
と

し
て
、
集
落
営
農
や
農
業
法
人
を
実

現
し
た
件
数
、
朝
市
の
延
べ
人
数
来

訪
者
数
、
が
ん
検
診
対
象
者
の
受
診

割
合
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
一
人

当
た
り
の
医
療
費
、
体
育
施
設
の
利

用
者
数
な
ど
に
つ
い
て
改
善
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。
現
計
画
に
な
か
っ
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
新
た
な
考
え
に
基
づ
き
、

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

馬場目地区観光施設の
指定管理者が決まる

修繕を進めた新里町集会所

屋根の塗装を行った矢場崎集会所

春を迎え多くの利用が望まれる両施設

町
集
会
所
で
は
屋
根
の
張
り
替

え
、
破
れ
た
障
子
・
襖
の
補
修
、

割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
交
換
な
ど
を

実
施
、
座
敷
の
床
板
の
張
り
替

え
も
行
っ
た
。

矢
場
崎
集
会
所
は
屋
根
の
塗

装
な
ど
を
行
っ
た
。

土
地
の
所
有
は
町
で
、
施
設

だ
け
を
譲
与
す
る
。
施
設
に
関

す
る
登
記
は
町
内
会
に
任
せ

る
。
今
後
、
町
内
会
役
員
立
会

い
の
も
と
契
約
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
指
摘
し
、
全
会
一
致
可

決
と
し
た
。
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教育民生
常任委員会
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令
和
４
年
度
日
本
庭
園
を
含
む
雀
館
運
動
公

園
の
整
備
が
行
わ
れ
る
。
委
員
か
ら
整
備
内
容

を
問
う
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
「
日
本
庭
園

の
樹
木
管
理
、
雀
館
公
園
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー

周
辺
芝
生
広
場
ま
で
の
整
備
、
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
照
明
設
置
工
事
な
ど
と
し
て
い
る
。
今

後
、
雀
館
公
園
周
辺
を
全
体
的
な
公
園
広
場
と

し
て
と
ら
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
委
員
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
イ
ベ

ン
ト
開
催
は
中
止
と
な
っ
て
い
る
が
、
さ
く
ら

ウ
ォ
ー
ク
や
わ
ー
く
る
で
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
な

ど
、
雀
館
公
園
を
生
涯
学
習
だ
け
で
な
く
、
観

光
の
側
面
か
ら
も
盛
り
上
げ
る
動
き
が
必
要
で

は
な
い
か
。
全
体
の
整
備
と
利
活
用
促
進
の
た

め
に
も
、
雀
館
公
園
全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
が
重
要
。公
園
整
備
専
門
の
業
者
を
呼
ん
で
、

年
間
計
画
を
策
定
し
、
整
備
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
と
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

（
松
浦

真
）

雀館公園に賑わいの復活を

消
防
団
員
の
報
酬
改
定
へ町

で
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
消
防
庁
長
官
通
知

に
基
づ
き
、
消
防
団
員
の
報
酬
を
改
定
す
る
。

改
定
理
由
は
、消
防
団
員
の
処
遇
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
消
防
団
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
。

委
員
か
ら
「
役
場
職
員
が
団
員
の
場
合
の
報
酬
は
、
町

と
し
て
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
」
と
質
疑
が
あ
り
、
当

局
か
ら
「
平
成
25
年
に
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
公
務
員
が

報
酬
を
得
て
消
防
団
員
と
兼
務
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
現
在
、
要
綱
の
作
成
を
総
務
課
で
進
め
て
い
る
」

と
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
た「
国
か
ら
の
通
達
に
従
っ
て
の
対
応
で
は
あ
る
が
、

団
員
の
意
欲
喚
起
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
消
防
団
員
の

報
酬
と
し
て
階
級
上
位
に
薄
く
、
下
に
厚
く
と
な
る
よ
う

今
後
も
求
め
る
」
と
委
員
か
ら
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

五
城
目
小
中
学
校
で
は
、
令
和
３
年
度
よ
り
一
人

一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
貸
与
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
向
け
て
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
を
提
供
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
令
和
４
年
度
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
更
に
活
用

す
る
人
材
と
し
て
、
小
中
の
学
校
現
場
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
一
名
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

委
員
か
ら
「
新
た
に
配
置
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

は
、
支
援
の
必
要
な
児
童
生
徒
や
不
登
校
支
援
も
行

お
う
と
し
て
い
る
が
、ど
う
い
う
経
験
を
持
つ
方
か
」

と
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
「
条
件
と
し
て
教
職
員

の
免
許
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
あ
り
、
そ
れ
を
満
た

し
、
更
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
く
、
週
に
５
日
、
小
中
学

校
ど
ち
ら
に
も
入
っ
て
い
た
だ
く
」
と
答
弁
が
あ
っ

た
。

消防団員確保に新たな道すじを

ICT活用で困難を抱えた子どもたちへも円滑な支援を

ICT支援員１名を配置へ
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（
畑
澤

洋
子
）

公
営
住
宅
の
共
同
施
設
と
し

て
い
た
「
新
里
町
集
会
所
、
矢

場
崎
集
会
所
」
を
関
係
各
町
内

会
へ
譲
与
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
。

委
員
か
ら
「
町
内
会
と
の
協

議
で
要
望
な
ど
は
あ
っ
た
か
」

と
質
疑
が
あ
り
、当
局
か
ら「
口

頭
で
の
協
議
を
進
め
て
き
た
結

果
、
無
償
で
の
譲
与
を
要
望
さ

れ
、
あ
る
程
度
の
修
繕
が
必
要

な
の
で
行
っ
た
」
と
回
答
が

あ
っ
た
。

修
繕
内
容
と
し
て
は
、
新
里

五
城
目
町
総
合
発
展
計
画

今
後
10
年
の
基
本
構
想
ま
と
ま
る

現
計
画
策
定
か
ら
10
年
が
経
過
す

る
中
で
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
に
伴
う
社
会
的
・
経
済
的
な

影
響
、
町
内
外
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
令
和

13
年
度
に
向
け
た
新
た
な
基
本
構
想

を
掲
げ
て
、
令
和
８
年
度
を
目
標
年

次
と
す
る
前
期
基
本
計
画
を
策
定
す

る
。委

員
か
ら
「
間
も
な
く
終
了
す
る

現
計
画
の
総
括
と
し
て
達
成
度
を
ど

う
と
ら
え
て
い
る
か
。
新
た
な
計
画

で
は
目
標
達
成
に
向
け
ど
う
変
わ
る

か
」
と
質
疑
が
あ
っ
た
。

当
局
か
ら
「
平
成
24
年
度
を
始
期

と
す
る
計
画
は
、
消
防
庁
舎
、
五
城

宿
泊
施
設
「
盆
城
庵
」

と
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
清

流
の
森
」
の
指
定
管
理
者

は
引
き
続
き
、
清
流
の
会

（
会
長
金
澤
幸
則
）
と
す

る
事
が
決
ま
っ
た
。
期
間

は
令
和
４
〜
６
年
度
の
３

年
間
。
年
間
の
指
定
管
理

料
は
盆
城
庵
47
・
８
万
円
、

清
流
の
森
４
５
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

目
小
学
校
、
防
災
行
政
無
線
、
湖
東

病
院
の
改
築
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

改
修
な
ど
大
規
模
な
ハ
ー
ド
事
業
が

進
め
ら
れ
、
達
成
度
は
高
い
と
と
ら

え
て
い
る
。
達
成
度
が
低
い
も
の
と

し
て
、
集
落
営
農
や
農
業
法
人
を
実

現
し
た
件
数
、
朝
市
の
延
べ
人
数
来

訪
者
数
、
が
ん
検
診
対
象
者
の
受
診

割
合
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
一
人

当
た
り
の
医
療
費
、
体
育
施
設
の
利

用
者
数
な
ど
に
つ
い
て
改
善
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。
現
計
画
に
な
か
っ
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
新
た
な
考
え
に
基
づ
き
、

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

馬場目地区観光施設の
指定管理者が決まる

修繕を進めた新里町集会所

屋根の塗装を行った矢場崎集会所

春を迎え多くの利用が望まれる両施設

町
集
会
所
で
は
屋
根
の
張
り
替

え
、
破
れ
た
障
子
・
襖
の
補
修
、

割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
交
換
な
ど
を

実
施
、
座
敷
の
床
板
の
張
り
替

え
も
行
っ
た
。

矢
場
崎
集
会
所
は
屋
根
の
塗

装
な
ど
を
行
っ
た
。

土
地
の
所
有
は
町
で
、
施
設

だ
け
を
譲
与
す
る
。
施
設
に
関

す
る
登
記
は
町
内
会
に
任
せ

る
。
今
後
、
町
内
会
役
員
立
会

い
の
も
と
契
約
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
指
摘
し
、
全
会
一
致
可

決
と
し
た
。
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一般質問

五城目町議会映像配信中　www.gojome-town.stream.jfit.co.jp

（
工
藤

政
彦
）

６議員が登壇  我が町政を問う
・年４回の定例会において、議員が町政全般について現状や方針を問うものです。
・答弁を含む一人当たりの持ち時間は60分で、事前通告制が採用されています。
・質問をするかしないかは、議員個人の判断によります。

一 般 質 問 と は ？

質　問　者
松浦　　真　議員
○五城目町子ども議会の開催に向けて
○除雪の現状と今後の見通しについて
●給食費補助について
●火葬場改修事業のエネルギー価格高騰にともなう
影響について

椎名　志保　議員
○喫緊の課題である少子化へ思い切った施策を
○もりやまこども園の今後の運営について
○企業誘致、雇用の確保について
●農林業の今後の取り組みについて

荒川　　滋　議員
○五城目小学校旧校舎跡地の利用法について
○町を訪れる人をもてなす機運醸成を
○五城目高校との連携強化について
●災害や感染症に備えたＢＣＰ事業継続計画の再確
認を

畑澤　洋子　議員
○新型コロナウイルス感染症について
○雀館公園の整備で快適な賑わいを
●帯状疱疹予防接種に助成を
●健康寿命を延ばす歯科検診を町でも

斎藤　　晋　議員
○町が誇れるものは何か
●コロナ対策について
●除雪について
○コロナ禍での一人暮らしの孤立について

舘岡　　隆　議員
○基幹産業について
○森林環境譲与税について
○森林組合の合併について
○企業誘致と工業団地の整備について
〇施政説明について

＊誌面の関係上掲載できなかった●印の質問については、町ホームページにて議会映像を
配信しておりますのでそちらをご覧ください。

五城目町議会映像配信中　www.gojome-town.stream.jfit.co.jp

ٞձΛௌͯ͠Έ·ͤΜ͔ʁ
傍聴の手順をご紹介します。事前連絡は不要です。

①役場４階へ上がります。
（エレベーターを

ご利用ください）

②議会事務局前で受け付け。
受付表に必要事項を記入
検温と手指の消毒剤あります

③階段で傍聴席へ。（定員40名）
現在は、コロナ禍において
定員15名としています。

④町の方向性を直接聞くこ
とができます。
（開会中はお静かに願います）

意義ある発言機会は大事な
議員活動の場といえます。

※ 新型コロナウイルス感染拡大の防止および、傍聴される皆様の健康を守る観点から、当分の間、
傍聴を自粛いただく場合がございます。　͓問͍߹Θͤઌ ٞձࣄہɹ���ʵ���ʵ����

（ ）

（ ）
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松浦　　真

松
浦
除
雪
は
町
民
に
と
っ
て
も

毎
年
数
千
万
円
の
予
算
が
か
か
る

一
大
事
業
と
も
言
え
る
。
そ
の
た

め
、
効
率
化
や
事
業
の
透
明
性
の

担
保
が
重
要
。
毎
年
夏
に
行
わ
れ

る
除
雪
会
議
内
の
議
事
録
を
公

開
、
ま
た
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
を
通
じ

て
町
内
会
な
ど
の
代
表
的
な
意
見

を
反
映
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の

で
は
。

町
長
そ
の
年
の
天
候
状
況
に
よ

り
、
除
雪
業
者
に
か
か
る
費
用
は

年
々
違
う
が
、
多
く
の
額
を
費
や

し
て
い
る
。

議
事
録
や
状
況
の
公
開
に
つ
い

て
は
町
民
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
公
開
は
可
能
。

松
浦
議
事
録
の
公
開
は
可
能
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、（
除
雪

会
議
に
）
意
見
を
反
映
す
る
と
い

う
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

町
長
意
見
に
つ
い
て
は
、
い
つ

で
も
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
。
町

民
か
ら
の
声
を
い
た
だ
き
た
い
。

松
浦
意
見
が
オ
ー
プ
ン
に
な
っ

た
上
で
、
そ
の
意
見
が
反
映
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
も
議
事
録
の
公

除雪は町民にとって身近なテーマ

আઇձٞொຽͷҙݟ
ɹɹɹɹɹɹɹөՄ͔

いつでもオープンにしている町長

松
浦
昨
年
��
月
に
五
城
目
第
一

中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
「
少
年
議

子
ど
も
議
会
の
開
催

に
向
け
て

危
険
と
隣
り
合
わ
せ

の
除
雪

子ども議会に向けて

開
に
よ
っ
て
分
か
る
。
町
民
の
関

心
も
高
い
こ
と
な
の
で
、
議
事
録

の
公
開
を
。

ペ
レ
ー
タ
ー
は
業
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

実
際
の
修
繕
必
要
箇
所
は
何
箇

所
あ
り
、
緊
急
度
が
高
い
箇
所
は

何
箇
所
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の
修

繕
費
用
は
総
額
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な

る
の
か
。

町
長
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に

は
大
き
く
分
け
て
２
種
類
が
あ

り
、
下
水
道
工
事
を
始
め
た
頃
は

マ
ン
ホ
ー
ル
周
り
が
角
ば
っ
た
タ

イ
プ
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
改
良

が
施
さ
れ
、
途
中
か
ら
角
が
丸
み

を
帯
び
た
除
雪
対
応
型
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
指
摘
に
あ
る
大
川

地
区
の
下
水
道
工
事
は
当
町
で
も

一
番
早
い
地
区
で
あ
り
、
ほ
と
ん

ど
が
角
ば
っ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
に
除
雪
業
者
と
マ
ン

ホ
ー
ル
な
ど
障
害
と
な
る
箇
所
の

総
合
点
検
を
実
施
し
、
上
水
道
の

弁
も
含
め
60
ヶ
所
、
支
障
と
な
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
早
急
に

改
善
が
必
要
な
箇
所
や
、
重
要
な

箇
所
を
中
心
に
徐
々
に
改
善
を
進

め
て
い
る
。
費
用
に
関
し
て
は
復

旧
方
法
や
構
造
の
違
い
が
あ
る

が
、
大
方
１
ヶ
所
当
た
り
20
万
円

程
度
。

会
（
子
ど
も
議
会
）」
の
提
案
が

あ
っ
た
。
町
民
に
開
か
れ
た
町
政

や
議
会
を
考
え
て
い
く
上
で
、
若

者
当
事
者
か
ら
の
意
見
は
貴
重
で

あ
る
。
こ
の
提
案
を
実
現
す
る
た

め
に
、
町
は
ど
の
よ
う
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
持
っ
て
い
る
か
。

教
育
長
教
育
委
員
会
で
も
平
成

29
年
度
か
ら
中
学
校
と
子
ど
も
議

会
開
催
に
向
け
て
協
議
し
て
き
た

が
、
学
習
指
導
要
領
に
あ
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
充
実
に
合
わ
せ
た
指

導
計
画
の
作
成
や
、
発
表
者
だ
け

で
な
く
、
生
徒
全
員
が
参
加
で
き

る
方
法
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。今

後
、
子
ど
も
議
会
の
開
催
の

可
能
性
に
つ
い
て
中
学
校
、
教
育

委
員
会
、
ま
ち
づ
く
り
課
、
議
会

事
務
局
な
ど
と
連
携
し
、
児
童
生

徒
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
表
現

す
る
場
を
設
定
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。

松
浦
雪
を
底
か
ら
剥
ぎ
取
る
作

業
を
行
う
際
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
隙
間
に
除
雪
車
が

ひ
っ
か
か
り
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
怪
我
を
す
る
事
例
が
昨
年

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
危
険
な
場

所
が
大
川
地
区
だ
け
で
��
ヶ
所
あ

る
。
様
々
な
エ
リ
ア
で
放
置
さ
れ

て
い
る
こ
れ
ら
の
危
険
箇
所
は
、

予
算
が
な
く
修
繕
箇
所
が
多
す
ぎ

る
た
め
優
先
順
位
を
つ
け
て
行
う

と
建
設
課
か
ら
聞
い
た
が
、
こ
れ

ら
の
改
善
が
な
い
と
安
心
し
て
オ
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一般質問

（
工
藤

政
彦
）

６議員が登壇  我が町政を問う
・年４回の定例会において、議員が町政全般について現状や方針を問うものです。
・答弁を含む一人当たりの持ち時間は60分で、事前通告制が採用されています。
・質問をするかしないかは、議員個人の判断によります。

一 般 質 問 と は ？

質　問　者
松浦　　真　議員
○五城目町子ども議会の開催に向けて
○除雪の現状と今後の見通しについて
●給食費補助について
●火葬場改修事業のエネルギー価格高騰にともなう
影響について

椎名　志保　議員
○喫緊の課題である少子化へ思い切った施策を
○もりやまこども園の今後の運営について
○企業誘致、雇用の確保について
●農林業の今後の取り組みについて

荒川　　滋　議員
○五城目小学校旧校舎跡地の利用法について
○町を訪れる人をもてなす機運醸成を
○五城目高校との連携強化について
●災害や感染症に備えたＢＣＰ事業継続計画の再確
認を

畑澤　洋子　議員
○新型コロナウイルス感染症について
○雀館公園の整備で快適な賑わいを
●帯状疱疹予防接種に助成を
●健康寿命を延ばす歯科検診を町でも

斎藤　　晋　議員
○町が誇れるものは何か
●コロナ対策について
●除雪について
○コロナ禍での一人暮らしの孤立について

舘岡　　隆　議員
○基幹産業について
○森林環境譲与税について
○森林組合の合併について
○企業誘致と工業団地の整備について
〇施政説明について

＊誌面の関係上掲載できなかった●印の質問については、町ホームページにて議会映像を
配信しておりますのでそちらをご覧ください。

五城目町議会映像配信中　www.gojome-town.stream.jfit.co.jp

ٞձΛௌͯ͠Έ·ͤΜ͔ʁ
傍聴の手順をご紹介します。事前連絡は不要です。

①役場４階へ上がります。
（エレベーターを

ご利用ください）

②議会事務局前で受け付け。
受付表に必要事項を記入

③階段で傍聴席へ。（定員40名）④町の方向性を直接聞くこ
とができます。
（開会中はお静かに願います）

意義ある発言機会は大事な
議員活動の場といえます。

※ 新型コロナウイルス感染拡大の防止および、傍聴される皆様の健康を守る観点から、当分の間、
傍聴を自粛いただく場合がございます。　͓問͍߹Θͤઌ ٞձࣄہɹ���ʵ���ʵ����

（ ）受付表に必要事項を記入（ ）受付表に必要事項を記入
検温と手指の消毒剤あります（ ）検温と手指の消毒剤あります

（ ）現在は、コロナ禍において（ ）現在は、コロナ禍において
定員15名としています。（ ）定員15名としています。
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町総合発展計画の中で
　　　　　　　支援を充実させる町長

椎
名
当
町
の
出
生
数
は
令
和
元

年
度
��
人
、
２
年
度
��
人
、
今
年

度
は
１
月
末
現
在
で
��
人
で
あ

り
、
危
機
的
状
況
だ
。
こ
れ
ま
で

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
対
し
、

様
々
な
施
策
を
行
っ
て
き
た
が
改

善
に
至
っ
て
い
な
い
。
以
前
、
生

ま
れ
た
子
に
対
し
、
��
歳
ま
で
の

節
目
節
目
に
、
合
わ
せ
て
一
千
万

円
を
支
給
し
て
は
、
と
の
提
案
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
く
ら
い
思
い

切
っ
た
施
策
が
今
こ
そ
必
要
で
は

な
い
か
。
財
源
に
、
子
育
て
支
援

と
い
う
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
の

明
確
化
で
、
一
部
応
援
を
募
る
の

は
ど
う
か
。

町
長
策
定
中
の
町
総
合
発
展
計

画
の
中
で
、
子
育
て
中
の
親
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備
、
こ

ど
も
園
や
保
育
施
設
の
充
実
や
子

育
て
支
援
体
制
の
強
化
、
母
子
保

健
・
児
童
福
祉
・
ひ
と
り
親
へ
の

福
祉
を
充
実
さ
せ
、
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
。
ま
た
、
結
婚
や
出
産

に
結
び
つ
く
支
援
も
充
実
さ
せ

る
。令

和
４
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

事
業
で
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
と
し
て
お
り
、

使
い
道
の
一
つ
と
し
て
少
子
化
対

策
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

こ
ど
も
園
の
経
営
安
定

に
手
立
て
を

洋
上
風
力
発
電
事
業

雇
用
を
町
へ
も

椎
名
町
の
著
し
い
少
子
化
に
伴

う
園
児
数
の
減
少
で
、
も
り
や
ま

こ
ど
も
園
は
厳
し
い
経
営
が
続
い

て
い
る
。
経
営
の
安
定
は
保
育
の

充
実
に
も
つ
な
が
る
。
町
単
独
で

３
歳
以
下
の
保
育
料
無
償
化
を
行

い
、
保
護
者
の
負
担
を
町
が
肩
代

わ
り
し
、
よ
り
子
育
て
の
負
担
軽

減
と
園
児
の
確
保
に
努
め
て
い
た

だ
け
な
い
か
。

椎
名

洋
上
風
力
発
電
事
業
は
、

今
後
一
大
産
業
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
洋
上
風
車
の
建
設
に

は
中
核
部
品
を
地
元
産
業
が
生
産

で
き
る
体
制
を
つ
く
る
と
し
て
お

り
、
マ
ー
レ
社
工
場
を
引
き
継
い

だ
武
藤
電
子
工
業
は
じ
め
周
辺
企

業
が
参
入
し
、
雇
用
を
拡
大
す
る

動
き
は
な
い
か
。

ま
た
、
県
が
自
治
体
と
連
携
し

進
め
る
と
さ
れ
る
「
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
」
の
誘
致
に
手
を
上
げ
、
町

へ
の
誘
致
を
目
指
す
の
は
ど
う

か
。

町
長
現
在
、
具
体
的
な
動
き
は

無
い
が
、
今
後
参
入
が
実
現
す
れ

園児の声がにぎやかに聞こえるこども園に

雇用の拡大が望まれる

椎名　志保

町
長
保
育
料
や
主
食
費
・
副
食

費
に
対
し
、
国
や
県
・
町
が
補
助

し
、
支
援
を
拡
充
し
て
い
る
。
こ

ど
も
園
の
諸
費
用
に
限
ら
ず
、
子

ば
業
績
拡
大
、
雇
用
創
出
に
繋
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に
つ

い
て
は
、
県
と
連
携
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
く
。

椎
名
洋
上
風
力
発
電
事
業
ま
た

そ
の
周
辺
経
済
に
多
く
の
雇
用
が

期
待
さ
れ
る
。
通
勤
圏
内
で
あ
る

当
町
と
し
て
、
住
ま
い
へ
の
補
助

や
子
育
て
支
援
の
充
実
で
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
を
目
指
す
こ
と
も
人
口
増

の
手
立
て
に
な
り
得
な
い
か
。
求

人
情
報
を
町
か
ら
も
発
信
し
、
帰

郷
を
望
む
本
人
や
家
族
が
目
に
す

る
こ
と
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
な
げ

ら
れ
な
い
か
。

町
長
子
育
て
と
定
住
を
促
進
す

る
施
策
の
検
討
を
図
り
、
人
口
増

へ
結
び
つ
け
て
い
く
。
ま
た
、
求

人
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
広

報
で
発
信
し
て
い
き
た
い
。

育
て
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
支
援
し
、
子
ど
も
人

口
が
増
加
す
る
こ
と
で
こ
ど
も
園

は
じ
め
元
気
な
町
へ
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
保
育
料
の
全
額
無
償
化

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

椎
名
本
園
園
舎
は
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
大
規
模
改
修
が
必
要

だ
。
国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
町
の
負
担
分
を

理
解
し
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た

い
と
園
か
ら
相
談
を
受
け
て
お

り
、
決
定
し
た
場
合
は
園
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
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説明不足であったことを反省する町長

荒
川
過
去
の
五
小
旧
校
舎
跡
地

利
活
用
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
に

対
し
、「
町
民
の
意
見
を
参
考
に

し
、
関
係
機
関
と
協
議
を
し
て
検

討
し
て
い
く
」と
答
弁
が
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
進
め
て
き
た
か
。

町
長
教
育
委
員
会
で
種
々
検
討

を
重
ね
て
き
た
が
、
大
前
提
（
土

砂
災
害
警
戒
区
域
）か
ら
、ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
利
用
施
設
と
し
て
は
馴

染
ま
な
い
の
で
、
関
係
機
関
と
の

協
議
に
至
っ
て
い
な
い
。

荒
川
教
育
委
員
会
で
の
協
議
は

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た

う
え
で
質
問
し
て
い
る
。

教
育
長
学
校
教
育
課
と
生
涯
学

習
課
の
課
内
で
は
協
議
し
た
が
、

大
前
提
を
考
慮
し
教
育
委
員
会
の

定
例
会
で
協
議
す
る
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

荒
川
過
去
の
答
弁
に
沿
わ
な
い

こ
の
進
め
方
は
議
会
軽
視
で
は
な

い
か
。

有効活用が求められる五小旧校舎跡

早期復旧が望まれる管理道路の擁壁

荒川　　滋

高
ま
る
人
気

森
山
の
環
境
整
備

荒
川
高
ま
る
森
山
人
気
に
合
わ

せ
、
登
山
ベ
ー
ス
基
地
で
あ
る
駐

車
場
の
ト
イ
レ
を
城
休
館
中
の
冬

季
間
も
開
放
す
べ
き
。
森
山
を
巡

る
状
況
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

町
全
体
で
町
を
訪
れ
る
人
を
も
て

な
す
機
運
醸
成
を
発
揮
せ
よ
。

町
長
冬
の
安
全
管
理
、
鍵
の
開

閉
、
清
掃
、
凍
結
防
止
、
除
雪
な

ど
を
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。

荒
川
森
山
管
理
道
路
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
擁よ

う
へ
き壁
が
倒
壊
し
た
。
大
規

模
修
繕
は
通
信
事
業
者
、
小
規
模

破
損
は
町
が
対
応
す
る
契
約
。

早
急
な
対
応
が
必
要
だ
が
ど
う

進
め
る
か
。

町
長
通
信
事
業
者
に
は
（
２
月
）

連
絡
済
み
。
早
急
な
対
応
を
依
頼

「
湖
東
の
砦
」
五
城
目

高
校
と
の
連
携
強
化
を

荒
川
第
７
次
秋
田
県
高
等
学
校

総
合
整
備
計
画
に
【
地
域
と
の
連

携
協
働
し
た
上
で
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
の
重
要
性
】
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。「
湖
東
の
砦
」
で
あ
る

五
城
目
高
校
存
続
に
向
け
、
さ
ら

な
る
連
携
強
化
を
。

町
長
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と

し
た
海
外
研
修
の
実
施
や
高
校
生

へ
の
給
食
提
供
の
可
能
性
、
町
と

の
さ
ら
な
る
連
携
事
業
を
検
討
し

な
が
ら
、
同
校
教
育
振
興
会
な
ど

を
通
じ
支
援
を
続
け
て
い
く
。

町
長
説
明
不
足
を
反
省
す
る

が
、決
し
て
議
会
軽
視
で
は
な
い
。

荒
川
同
所
の
利
活
用
方
法
を
あ

ら
た
め
て
問
う
。

町
長
警
戒
区
域
を
考
慮
し
令
和

４
年
度
は
普
通
財
産
と
し
て
施
設

の
開
放
は
せ
ず
、
安
全
対
策
・
維

持
管
理（
車
止
め
と
防
護
柵
設
置
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
桜
剪
定
、
斜
面
の
草

刈
り
な
ど
）
６
５
９
万
円
の
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。将
来
的
に
は
、

大
前
提
を
考
慮
し
た
う
え
で
制
約

を
設
け
た
利
用
も
含
め
検
討
し
て

い
く
。

な
お
町
当
局
は
、
旧
校
舎
跡
地

に
つ
い
て
、
手
続
き
を
や
り
直
し

有
効
な
利
活
用
に
つ
い
て
関
係
機

関
と
協
議
し
、
方
向
性
が
決
ま
れ

ば
早
急
に
着
工
す
る
と
方
針
転
換

し
た
。

荒
川
災
害
が
起
き
う
る
時
に
は

使
用
で
き
な
い
ル
ー
ル
が
私
の
大

前
提
だ
。
町
民
と
の
対
話
を
進
め

る
町
長
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
今

回
の
件
で
、
民
意
無
視
、
閉
鎖
的

な
密
室
行
政
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
気
を
引
き
締
め
な
お
し
て
中

す
る
。

（
そ
の
後
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
）

身
の
伴
う
「
オ
ー
ル
行
政
・
オ
ー

ル
五
城
目
」
で
今
後
の
町
の
か
じ

取
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

11　五城目町議会だより　No. 150 令和４年５月１日

ͷ༺׆ࣷߍ
ਐΊํຽҙແͩࢹ
説明不足であったことを反省する町長

荒
川
過
去
の
五
小
旧
校
舎
跡
地

過
去
の
五
小
旧
校
舎
跡
地

利
活
用
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
に

利
活
用
に
つ
い
て
の
一
般
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問
に
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し
、「
町
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の
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を
参
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に
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し
、「
町
民
の
意
見
を
参
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に
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、
関
係
機
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と
協
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を
し
て
検

し
、
関
係
機
関
と
協
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を
し
て
検
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し
て
い
く
」と
答
弁
が
あ
っ
た
。

討
し
て
い
く
」と
答
弁
が
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
進
め
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き
た
か
。

ど
の
よ
う
に
進
め
て
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た
か
。

町
長
教
育
委
員
会
で
種
々
検
討

教
育
委
員
会
で
種
々
検
討

を
重
ね
て
き
た
が
、
大
前
提
（
土

を
重
ね
て
き
た
が
、
大
前
提
（
土

砂
災
害
警
戒
区
域
）か
ら
、ス
ポ
ー

砂
災
害
警
戒
区
域
）か
ら
、ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
利
用
施
設
と
し
て
は
馴

ツ
な
ど
の
利
用
施
設
と
し
て
は
馴

染
ま
な
い
の
で
、
関
係
機
関
と
の

染
ま
な
い
の
で
、
関
係
機
関
と
の

協
議
に
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っ
て
い
な
い
。

協
議
に
至
っ
て
い
な
い
。

荒
川
教
育
委
員
会
で
の
協
議
は

教
育
委
員
会
で
の
協
議
は

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た

う
え
で
質
問
し
て
い
る
。

う
え
で
質
問
し
て
い
る
。

教
育
長
学
校
教
育
課
と
生
涯
学

学
校
教
育
課
と
生
涯
学

習
課
の
課
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で
は
協
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し
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課
の
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内
で
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協
議
し
た
が
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前
提
を
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し
教
育
委
員
会
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前
提
を
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教
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委
員
会
の

定
例
会
で
協
議
す
る
段
階
に
は

定
例
会
で
協
議
す
る
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

荒
川
過
去
の
答
弁
に
沿
わ
な
い

過
去
の
答
弁
に
沿
わ
な
い

こ
の
進
め
方
は
議
会
軽
視
で
は
な

こ
の
進
め
方
は
議
会
軽
視
で
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な

い
か
。

有効活用が求められる五小旧校舎跡

早期復旧が望まれる管理道路の擁壁
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高
ま
る
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気

森
山
の
環
境
整
備

荒
川
高
ま
る
森
山
人
気
に
合
わ

せ
、
登
山
ベ
ー
ス
基
地
で
あ
る
駐

車
場
の
ト
イ
レ
を
城
休
館
中
の
冬

季
間
も
開
放
す
べ
き
。
森
山
を
巡

る
状
況
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

町
全
体
で
町
を
訪
れ
る
人
を
も
て

な
す
機
運
醸
成
を
発
揮
せ
よ
。

町
長
冬
の
安
全
管
理
、
鍵
の
開

閉
、
清
掃
、
凍
結
防
止
、
除
雪
な

ど
を
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。

荒
川
森
山
管
理
道
路
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
擁よ

う
へ
き壁
が
倒
壊
し
た
。
大
規

模
修
繕
は
通
信
事
業
者
、
小
規
模

破
損
は
町
が
対
応
す
る
契
約
。

早
急
な
対
応
が
必
要
だ
が
ど
う

進
め
る
か
。

町
長
通
信
事
業
者
に
は
（
２
月
）

連
絡
済
み
。
早
急
な
対
応
を
依
頼

「
湖
東
の
砦
」
五
城
目

高
校
と
の
連
携
強
化
を

荒
川
第
７
次
秋
田
県
高
等
学
校

総
合
整
備
計
画
に
【
地
域
と
の
連

携
協
働
し
た
上
で
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
の
重
要
性
】
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。「
湖
東
の
砦
」
で
あ
る

五
城
目
高
校
存
続
に
向
け
、
さ
ら

な
る
連
携
強
化
を
。

町
長
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と

し
た
海
外
研
修
の
実
施
や
高
校
生

へ
の
給
食
提
供
の
可
能
性
、
町
と

の
さ
ら
な
る
連
携
事
業
を
検
討
し

な
が
ら
、
同
校
教
育
振
興
会
な
ど

を
通
じ
支
援
を
続
け
て
い
く
。

町
長
説
明
不
足
を
反
省
す
る

が
、決
し
て
議
会
軽
視
で
は
な
い
。

荒
川
同
所
の
利
活
用
方
法
を
あ

ら
た
め
て
問
う
。

町
長
警
戒
区
域
を
考
慮
し
令
和

４
年
度
は
普
通
財
産
と
し
て
施
設

の
開
放
は
せ
ず
、
安
全
対
策
・
維

持
管
理（
車
止
め
と
防
護
柵
設
置
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
桜
剪
定
、
斜
面
の
草

刈
り
な
ど
）
６
５
９
万
円
の
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。将
来
的
に
は
、

大
前
提
を
考
慮
し
た
う
え
で
制
約

を
設
け
た
利
用
も
含
め
検
討
し
て

い
く
。

な
お
町
当
局
は
、
旧
校
舎
跡
地

に
つ
い
て
、
手
続
き
を
や
り
直
し

有
効
な
利
活
用
に
つ
い
て
関
係
機

関
と
協
議
し
、
方
向
性
が
決
ま
れ

ば
早
急
に
着
工
す
る
と
方
針
転
換

し
た
。

荒
川
災
害
が
起
き
う
る
時
に
は

使
用
で
き
な
い
ル
ー
ル
が
私
の
大

前
提
だ
。
町
民
と
の
対
話
を
進
め

る
町
長
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
今

回
の
件
で
、
民
意
無
視
、
閉
鎖
的

な
密
室
行
政
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
気
を
引
き
締
め
な
お
し
て
中

す
る
。

（
そ
の
後
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
）

身
の
伴
う
「
オ
ー
ル
行
政
・
オ
ー

ル
五
城
目
」
で
今
後
の
町
の
か
じ

取
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
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町総合発展計画の中で
　　　　　　　支援を充実させる町長

椎
名
当
町
の
出
生
数
は
令
和
元

当
町
の
出
生
数
は
令
和
元

年
度
��
人
、
２
年
度

人
、
２
年
度
��
人
、
今
年

度
は
１
月
末
現
在
で

度
は
１
月
末
現
在
で
��
人
で
あ

り
、
危
機
的
状
況
だ
。
こ
れ
ま
で

り
、
危
機
的
状
況
だ
。
こ
れ
ま
で

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
対
し
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
対
し
、

様
々
な
施
策
を
行
っ
て
き
た
が
改

様
々
な
施
策
を
行
っ
て
き
た
が
改

善
に
至
っ
て
い
な
い
。
以
前
、
生

善
に
至
っ
て
い
な
い
。
以
前
、
生

ま
れ
た
子
に
対
し
、

ま
れ
た
子
に
対
し
、
��
歳
ま
で
の

節
目
節
目
に
、
合
わ
せ
て
一
千
万

節
目
節
目
に
、
合
わ
せ
て
一
千
万

円
を
支
給
し
て
は
、
と
の
提
案
が

円
を
支
給
し
て
は
、
と
の
提
案
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
く
ら
い
思
い

あ
っ
た
が
、
そ
の
く
ら
い
思
い

切
っ
た
施
策
が
今
こ
そ
必
要
で
は

切
っ
た
施
策
が
今
こ
そ
必
要
で
は

な
い
か
。
財
源
に
、
子
育
て
支
援

な
い
か
。
財
源
に
、
子
育
て
支
援

と
い
う
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
の

と
い
う
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
の

明
確
化
で
、
一
部
応
援
を
募
る
の

明
確
化
で
、
一
部
応
援
を
募
る
の

は
ど
う
か
。

町
長
策
定
中
の
町
総
合
発
展
計

策
定
中
の
町
総
合
発
展
計

画
の
中
で
、
子
育
て
中
の
親
が
安

画
の
中
で
、
子
育
て
中
の
親
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備
、
こ

心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備
、
こ

ど
も
園
や
保
育
施
設
の
充
実
や
子

ど
も
園
や
保
育
施
設
の
充
実
や
子

育
て
支
援
体
制
の
強
化
、
母
子
保

育
て
支
援
体
制
の
強
化
、
母
子
保

健
・
児
童
福
祉
・
ひ
と
り
親
へ
の

健
・
児
童
福
祉
・
ひ
と
り
親
へ
の

福
祉
を
充
実
さ
せ
、
安
心
し
て
子

福
祉
を
充
実
さ
せ
、
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
。
ま
た
、
結
婚
や
出
産

し
て
い
く
。
ま
た
、
結
婚
や
出
産

に
結
び
つ
く
支
援
も
充
実
さ
せ

に
結
び
つ
く
支
援
も
充
実
さ
せ

る
。令

和
４
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

　

令
和
４
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

事
業
で
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
と
し
て
お
り
、

使
い
道
の
一
つ
と
し
て
少
子
化
対

策
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

こ
ど
も
園
の
経
営
安
定

に
手
立
て
を

洋
上
風
力
発
電
事
業

雇
用
を
町
へ
も

椎
名
町
の
著
し
い
少
子
化
に
伴

う
園
児
数
の
減
少
で
、
も
り
や
ま

こ
ど
も
園
は
厳
し
い
経
営
が
続
い

て
い
る
。
経
営
の
安
定
は
保
育
の

充
実
に
も
つ
な
が
る
。
町
単
独
で

３
歳
以
下
の
保
育
料
無
償
化
を
行

い
、
保
護
者
の
負
担
を
町
が
肩
代

わ
り
し
、
よ
り
子
育
て
の
負
担
軽

減
と
園
児
の
確
保
に
努
め
て
い
た

だ
け
な
い
か
。

椎
名

洋
上
風
力
発
電
事
業
は
、

今
後
一
大
産
業
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
洋
上
風
車
の
建
設
に

は
中
核
部
品
を
地
元
産
業
が
生
産

で
き
る
体
制
を
つ
く
る
と
し
て
お

り
、
マ
ー
レ
社
工
場
を
引
き
継
い

だ
武
藤
電
子
工
業
は
じ
め
周
辺
企

業
が
参
入
し
、
雇
用
を
拡
大
す
る

動
き
は
な
い
か
。

ま
た
、
県
が
自
治
体
と
連
携
し

進
め
る
と
さ
れ
る
「
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
」
の
誘
致
に
手
を
上
げ
、
町

へ
の
誘
致
を
目
指
す
の
は
ど
う

か
。

町
長
現
在
、
具
体
的
な
動
き
は

無
い
が
、
今
後
参
入
が
実
現
す
れ

園児の声がにぎやかに聞こえるこども園に

雇用の拡大が望まれる

椎名　志保

町
長
保
育
料
や
主
食
費
・
副
食

費
に
対
し
、
国
や
県
・
町
が
補
助

し
、
支
援
を
拡
充
し
て
い
る
。
こ

ど
も
園
の
諸
費
用
に
限
ら
ず
、
子

ば
業
績
拡
大
、
雇
用
創
出
に
繋
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に
つ

い
て
は
、
県
と
連
携
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
く
。

椎
名
洋
上
風
力
発
電
事
業
ま
た

そ
の
周
辺
経
済
に
多
く
の
雇
用
が

期
待
さ
れ
る
。
通
勤
圏
内
で
あ
る

当
町
と
し
て
、
住
ま
い
へ
の
補
助

や
子
育
て
支
援
の
充
実
で
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
を
目
指
す
こ
と
も
人
口
増

の
手
立
て
に
な
り
得
な
い
か
。
求

人
情
報
を
町
か
ら
も
発
信
し
、
帰

郷
を
望
む
本
人
や
家
族
が
目
に
す

る
こ
と
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
な
げ

ら
れ
な
い
か
。

町
長
子
育
て
と
定
住
を
促
進
す

る
施
策
の
検
討
を
図
り
、
人
口
増

へ
結
び
つ
け
て
い
く
。
ま
た
、
求

人
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
広

報
で
発
信
し
て
い
き
た
い
。

育
て
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
支
援
し
、
子
ど
も
人

口
が
増
加
す
る
こ
と
で
こ
ど
も
園

は
じ
め
元
気
な
町
へ
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
保
育
料
の
全
額
無
償
化

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

椎
名
本
園
園
舎
は
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
大
規
模
改
修
が
必
要

だ
。
国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
町
の
負
担
分
を

理
解
し
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た

い
と
園
か
ら
相
談
を
受
け
て
お

り
、
決
定
し
た
場
合
は
園
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
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畑
澤
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
人

が
多
い
公
園
は
、
健
常
者
の
み
な

ら
ず
多
少
の
障
害
が
あ
っ
て
も
頂

上
を
目
指
し
登
っ
て
い
け
る
優
し

い
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。
障

ؗެԂͷඋͰ
շదͳΘ͍Λ

障害者用トイレの設置と
バリアフリーの対策を講じる教育長

畑
澤
接
種
拒
否
や
医
療
上
の
不

安
を
抱
え
る
保
護
者
か
ら
の
相
談

窓
口
が
必
要
で
は
。

町
長
予
防
接
種
法
の
努
力
義
務

規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
接
種

拒
否
は
可
能
。
相
談
対
応
は
県
が

設
置
す
る
「
秋
田
県
新
型
ウ
イ
ル

ス
小
児
接
種
専
用
相
談
セ
ン

タ
ー
」
へ
の
紹
介
で
、
保
護
者
の

不
安
解
消
に
努
め
る
。

５
歳
か
ら
11
歳
ワ
ク
チ
ン

の
相
談
窓
口
設
置
を

バリアフリートイレの設置を

幼児の不安解消を

畑
澤
濃
厚
接
触
者
や
自
宅
療
養

者
は
、
準
備
を
す
る
時
間
も
な
く

自
宅
隔
離
と
な
る
。
７
日
相
当
分

の
食
事
・
日
用
品
を
玄
関
に
置
き

配
す
る
行
政
も
あ
る
。
町
で
も
支

援
し
て
は
。

畑
澤
２
月
１
日
発
表
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
者
数
は
、
秋
田
県
が
全
国

最
下
位
だ
っ
た
。
一
日
で
も
早
く

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
人
は

多
い
。
医
師
不
足
が
原
因
な
ら
広

域
の
会
場
で
の
３
町
合
同
接
種
で

早
期
完
了
を
。

町
長
３
町
合
同
で
実
施
で
き
る

駐
車
場
と
冷
暖
房
設
備
の
あ
る
会

場
は
近
隣
町
村
に
は
な
い
。
医
師

会
の
方
針
で
近
隣
３
町
は
平
日
を

メ
イ
ン
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
出
務
可
能
な
医
師

の
人
数
・
接
種
時
間
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
実
現
困
難
で
あ
る
。

自
宅
療
養
者
支
援
に

置
き
配
を

広
域
接
種
会
場
で
前
倒

し
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

畑澤　洋子
（公明党）

害
者
用
ト
イ
レ
設
置
と
デ
コ
ボ
コ

が
あ
る
散
策
道
の
舗
装
改
修
を
。

教
育
長
歴
史
あ
る
雀
館
公
園
周

辺
の
賑
わ
い
も
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
。
懸
案
の
日
本
庭
園
の
整
備
・

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
の
一
部
改
修
な

ど
で
親
し
み
を
持
ち
、
更
な
る
憩

い
の
場
を
目
指
し
て
い
る
。
障
害

者
用
ト
イ
レ
の
設
置
と
散
策
道
の

改
修
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
か
ら

意
見
を
伺
い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

町
長
自
宅
療
養
者
へ
の
食
料
品

の
配
布
は
、
県
が
無
償
で
行
っ
て

い
る
。
親
戚
や
知
人
の
協
力
を
得

ら
れ
な
い
人
が
対
象
。
様
々
な

ケ
ー
ス
が
あ
り
相
談
次
第
対
応
す

る
。
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郷土の味を是非　後世に残したい町長

斎藤　　晋

斎
藤
他
町
村
・
他
県
に
誇
れ
る

も
の
は
あ
る
か
、
誇
れ
る
も
の
を

ど
の
よ
う
に
宣
伝
・
育
成
し
て
い

く
の
か
。

町
長
小
学
校
６
年
生
が
総
合
学

習
の
時
間
に
、
町
の
魅
力
を
テ
ー

マ
に
し
た
シ
ー
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
。
シ
ー
ル
に
は
だ
ま
こ
鍋
・
お

菓
子
・
森
山
・
朝
市
・
城
・
ネ
コ

バ
リ
岩
・
キ
イ
チ
ゴ
な
ど
が
描
か

れ
て
お
り
、
こ
の
全
て
が
誇
れ
る

も
の
と
考
え
る
。
シ
ー
ル
は
ふ
る

さ
と
五
城
目
会
の
皆
さ
ん
に
届

け
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
同
封
し
届
け
る
事
に
し
て

い
る
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改

修
に
合
わ
せ
「
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
・

斎
藤
コ
ロ
ナ
禍
で
老
人
や
一
人

暮
ら
し
の
町
民
が
孤
立
し
て
い

る
。
老
人
施
設
や
病
院
な
ど
面
会

が
出
来
ず
孤
立
し
、
う
つ
病
・
痴

呆
な
ど
が
進
む
な
ど
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
町
で
は
ど
う
考

え
対
策
を
す
る
の
か
。

町
長
厚
生
労
働
省
よ
り
新
た
な

指
針
が
示
さ
れ
、
や
み
く
も
に
面

会
や
外
出
を
制
限
す
る
の
で
は
な

く
、
可
能
な
限
り
安
全
に
実
施
で

き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
と
変

更
さ
れ
た
。
自
粛
の
陰
で
認
知
症

の
進
行
、
身
体
機
能
や
生
活
機
能

が
低
下
し
た
り
、
体
調
の
変
化
に

気
付
か
ず
対
応
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス

も
目
立
つ
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
も
、
専
門
職
と
の
連
携
に

よ
る
戸
別
訪
問
や
電
話
で
の
見
守

り
声
掛
け
に
も
力
を
入
れ
、
コ
ロ

ナ
禍
に
沿
っ
た
相
談
支
援
に
取
り

組
ん
で
ゆ
く
。

他
に

○
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

○
除
雪
に
つ
い
て

な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

だまこ、うめぇど～

ただぎミズ、なんとだしかぁ～

町
が
他
町
村
・
他
県

に
誇
れ
る
名
物
・
名

物
料
理
は
あ
る
の
か

町
民
の
孤
立
を
防
げ

斎藤　　晋

あ
っ
と
五
城
目
」
の
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
し
資
源
を
生
か
し
、
育
て
る

よ
う
努
め
る
。

斎
藤
町
が
誇
れ
る
名
物
料
理
は

あ
る
か
。

町
長
名
物
料
理
と
言
え
ば
「
だ

ま
こ
鍋
」
と
思
わ
れ
る
、
以
外
に

も
「
あ
さ
づ
け
」「
き
ゃ
の
こ
汁
」

「
み
ず
た
た
き
」「
と
ろ
ろ
ま
ん
ま
」

「
ま
ま
づ
け
」「
お
や
き
」
な
ど
の

料
理
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

名
物
料
理
を
可
能
な
限
り
次
世
代

へ
受
け
継
い
で
残
し
た
い
。

斎
藤
手
作
り
の
味
・
昔
の
味
・

郷
土
の
味
が
無
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
郷
土
の
味
伝
承
の
た
め
の
方

策
は
あ
る
の
か
。

町
長
個
人
的
な
好
み
で
言
う

と
、「
だ
ま
こ
鍋
」「
き
ゃ
の
こ
汁
」

「
ば
っ
た
ら
や
き
」
な
ど
も
手
作

り
し
て
食
べ
て
い
る
。
町
内
の
女

性
農
家
で
組
織
さ
れ
る
「
五
城
目

町
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡

会
」
で
「
未
来
へ
残
し
て
お
き
た

い
郷
土
料
理
」
と
題
し
定
期
的
に

講
習
会
を
開
催
し
た
い
と
計
画
し

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
実

施
し
て
い
な
い
、
２
月
１
日
の
役

員
会
で
は
今
年
こ
そ
実
現
し
た
い

と
確
認
し
て
い
る
。
会
で
は
「
だ

ま
こ
鍋
」
の
由
来
や
調
理
法
を
指

導
し
て
お
り
、
町
の
味
を
守
り
続

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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郷土の味を是非　後世に残したい町長
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他
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れ
る

他
町
村
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誇
れ
る

も
の
は
あ
る
か
、
誇
れ
る
も
の
を

も
の
は
あ
る
か
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誇
れ
る
も
の
を

ど
の
よ
う
に
宣
伝
・
育
成
し
て
い

ど
の
よ
う
に
宣
伝
・
育
成
し
て
い

く
の
か
。

町
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６
年
生
が
総
合
学

小
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校
６
年
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が
総
合
学

習
の
時
間
に
、
町
の
魅
力
を
テ
ー

習
の
時
間
に
、
町
の
魅
力
を
テ
ー

マ
に
し
た
シ
ー
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し

マ
に
し
た
シ
ー
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
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シ
ー
ル
に
は
だ
ま
こ
鍋
・
お

た
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ー
ル
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は
だ
ま
こ
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・
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菓
子
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森
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朝
市
・
城
・
ネ
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菓
子
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山
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朝
市
・
城
・
ネ
コ

バ
リ
岩
・
キ
イ
チ
ゴ
な
ど
が
描
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バ
リ
岩
・
キ
イ
チ
ゴ
な
ど
が
描
か
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て
お
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全
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誇
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る
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こ
の
全
て
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誇
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る
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。
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シ
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・
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す
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検
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る
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こ
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ら
の

名
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を
可
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な
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受
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継
い
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い
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作
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か
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的
な
好
み
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う

と
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汁
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い
、
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月
１
日
の
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会
で
は
今
年
こ
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実
現
し
た
い
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認
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畑
澤
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
人

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
人

が
多
い
公
園
は
、
健
常
者
の
み
な

が
多
い
公
園
は
、
健
常
者
の
み
な

ら
ず
多
少
の
障
害
が
あ
っ
て
も
頂

ら
ず
多
少
の
障
害
が
あ
っ
て
も
頂

上
を
目
指
し
登
っ
て
い
け
る
優
し

上
を
目
指
し
登
っ
て
い
け
る
優
し

い
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。
障

い
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。
障

ؗެԂͷඋͰ
շదͳΘ͍Λ

障害者用トイレの設置と
バリアフリーの対策を講じる教育長

畑
澤
接
種
拒
否
や
医
療
上
の
不

安
を
抱
え
る
保
護
者
か
ら
の
相
談

窓
口
が
必
要
で
は
。

町
長
予
防
接
種
法
の
努
力
義
務

規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
接
種

拒
否
は
可
能
。
相
談
対
応
は
県
が

設
置
す
る
「
秋
田
県
新
型
ウ
イ
ル

ス
小
児
接
種
専
用
相
談
セ
ン

タ
ー
」
へ
の
紹
介
で
、
保
護
者
の

不
安
解
消
に
努
め
る
。

５
歳
か
ら
11
歳
ワ
ク
チ
ン

の
相
談
窓
口
設
置
を

バリアフリートイレの設置を

幼児の不安解消を

畑
澤
濃
厚
接
触
者
や
自
宅
療
養

者
は
、
準
備
を
す
る
時
間
も
な
く

自
宅
隔
離
と
な
る
。
７
日
相
当
分

の
食
事
・
日
用
品
を
玄
関
に
置
き

配
す
る
行
政
も
あ
る
。
町
で
も
支

援
し
て
は
。

畑
澤
２
月
１
日
発
表
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
者
数
は
、
秋
田
県
が
全
国

最
下
位
だ
っ
た
。
一
日
で
も
早
く

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
人
は

多
い
。
医
師
不
足
が
原
因
な
ら
広

域
の
会
場
で
の
３
町
合
同
接
種
で

早
期
完
了
を
。

町
長
３
町
合
同
で
実
施
で
き
る

駐
車
場
と
冷
暖
房
設
備
の
あ
る
会

場
は
近
隣
町
村
に
は
な
い
。
医
師

会
の
方
針
で
近
隣
３
町
は
平
日
を

メ
イ
ン
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
出
務
可
能
な
医
師

の
人
数
・
接
種
時
間
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
実
現
困
難
で
あ
る
。

自
宅
療
養
者
支
援
に

置
き
配
を

広
域
接
種
会
場
で
前
倒

し
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

畑澤　洋子
（公明党）

害
者
用
ト
イ
レ
設
置
と
デ
コ
ボ
コ

が
あ
る
散
策
道
の
舗
装
改
修
を
。

教
育
長
歴
史
あ
る
雀
館
公
園
周

辺
の
賑
わ
い
も
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
。
懸
案
の
日
本
庭
園
の
整
備
・

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
の
一
部
改
修
な

ど
で
親
し
み
を
持
ち
、
更
な
る
憩

い
の
場
を
目
指
し
て
い
る
。
障
害

者
用
ト
イ
レ
の
設
置
と
散
策
道
の

改
修
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
か
ら

意
見
を
伺
い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

町
長
自
宅
療
養
者
へ
の
食
料
品

の
配
布
は
、
県
が
無
償
で
行
っ
て

い
る
。
親
戚
や
知
人
の
協
力
を
得

ら
れ
な
い
人
が
対
象
。
様
々
な

ケ
ー
ス
が
あ
り
相
談
次
第
対
応
す

る
。
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断じて容認できない町長

鹿
角
元
市
長
の

官
製
談
合
は

舘
岡
鹿
角
元
市
長
の
事
件
に
つ

い
て
、
政
治
哲
学
（
公
益
性
）
の

欠
如
、
議
会
の
無
関
心
、
無
気
力

化
、
首
長
の
責
任
は
勿
論
一
番
大

き
い
が
、
長
期
政
権
の
中
で
不
正

を
見
過
ご
し
た
議
会
の
体
制
の
結

果
で
あ
る
。

町
長
一
連
の
報
道
に
つ
い
て

は
、
未
だ
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。
コ
メ
ン
ト
を
差
し
控

え
る
。

舘
岡
我
が
町
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
民
の
受
け
入
れ
を
表
明
す
べ

き
。

町
長
日
本
政
府
を
含
め
た
国
際

社
会
が
綿
密
な
連
携
の
も
と
に
外

交
努
力
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た

い
。

舘
岡
中
国
木
材
㈱
が
能
代
工
業

団
地
に
進
出
、
��
IB
を
取
得
す
る

大
型
企
業
誘
致
で
あ
る
。
工
業
団

地
が
な
い
と
企
業
の
進
出
を
誘
引

で
き
な
い
。
地
元
の
雇
用
を
確
保

し
、
町
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
五
城
目
イ
ン
タ
ー
を
活
用

し
た
工
業
団
地
の
整
備
と
企
業
誘

致
の
計
画
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
問
う
。

町
長
進
出
企
業
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
土
地
の
造
成
な
ど
、
県
と

連
携
し
て
対
応
す
る
。
現
段
階
に

お
い
て
進
出
企
業
が
無
い
の
で
団

地
の
整
備
に
至
っ
て
い
な
い
。

舘
岡
昨
年
の
町
長
選
で
企
業
誘

森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
は

基
幹
産
業
の
活
性
化
に

向
け
て
長
所
と
課
題
は

森
林
組
合
の
合
併

に
向
け
て

舘
岡
森
林
環
境
譲
与
税
の
収
入

実
績
と
、
千
代
田
区
と
連
携
し
た

「
千
代
田
の
森
」、
路
網
の
整
備
、

再
造
林
へ
の
取
り
組
み
な
ど
今
後

の
計
画
は
。

町
長
令
和
３
年
度
７
千
４
８
２

万
円
の
見
込
み
。
基
金
は
５
千
１

５
５
万
円
。

令
和
３
年
度
17
ha
の
捨
て
切
り

間
伐
を
完
了
。
２
０
５
０
年
脱
炭

素
社
会
実
現
に
向
け
て
千
代
田
区

と
連
携
し
て
森
林
整
備
事
業
を
実

施
す
る
協
定
を
結
ぶ
こ
と
と
し
、

令
和
４
年
度
は
川
堤
町
有
林
５
・
７

ha
に
植
栽
の
予
定
。
こ
の
事
業
を

通
じ
、
民
有
林
の
再
造
林
の
促
進

を
行
い
、
林
業
専
用
道
の
整
備
を

県
と
連
携
し
、
地
元
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
く
。

舘
岡
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

合
併
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
町

長
の
対
応
に
つ
い
て
。

町
長
五
城
目
、
湖
東
、
男
鹿
、

３
つ
の
森
林
組
合
合
併
の
今
後
の

流
れ
は
、
合
併
推
進
協
議
会
（
男

鹿
市
、
潟
上
市
、
井
川
町
、
八
郎

潟
町
、
大
潟
村
、
五
城
目
町
各
市

町
村
長
、
及
び
各
森
林
組
合
の
役

手入れの行き届いた美林は地域の宝

高
速
イ
ン
タ
ー
を
活
用

し
た
工
業
団
地
の
整
備

と
企
業
誘
致
計
画
は

舘岡　　隆

員
が
委
員
と
な
る
）
に
て
予
備
契

約
、
認
可
、
登
記
完
了
後
、
年
内

に
合
併
を
目
指
す
。
町
と
し
て
も

積
極
的
に
推
進
す
る
。

舘
岡
組
合
員
数
、
所
有
面
積
は

五
城
目
町
が
多
い
。
組
合
の
本
部

事
務
所
を
、
五
城
目
町
中
心
市
街

地
又
は
、
役
場
庁
舎
周
辺
の
町
有

地
、
空
き
店
舗
、
空
き
事
務
所
に

移
転
す
べ
き
。
そ
れ
が
林
業
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
若

手
組
合
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
ア
ッ
プ
し
、
町
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
。

致
よ
り
現
在
あ
る
企
業
を
支
援
し

て
い
く
と
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
企

業
も
撤
退
し
た
。
能
代
に
進
出
し

た
中
国
木
材
㈱
に
「
木
の
街
五
城

目
」
と
し
て
何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
気
は
あ
る
か
。

町
長
能
代
市
で
は
、
工
業
用
地

対
策
室
を
新
た
に
設
置
し
て
対
応

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

こ
れ
ら
に
伴
う
町
に
よ
る
接
触
、

交
渉
は
し
て
い
な
い
。
可
能
性
を

模
索
し
な
が
ら
今
後
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

町
長
新
品
種
「
サ
キ
ホ
コ
レ
」

は
22
年
度
産
米
の
作
付
面
積

８
０
０
ha
に
設
定
さ
れ
た
。
担
い

手
不
足
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

ほ
場
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
。

林
業
は
皆
伐
に
向
け
た
森
林
が

４
０
０
ha
あ
り
、
今
後
林
業
の
利

益
向
上
を
見
込
む
。
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公
共
施
設
に
お
い
て
地
元
の
技
術
（
集
成
材
）
と
木
材

の
更
な
る
活
用
を
す
べ
き
。

問

リ
ス
ク
の
高
い
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
、
早
期
の

適
切
な
支
援
を
。

問

１
年
前
の
答
弁
「
五
城
目
町
職
員
の
人
材
育
成
に
関
す
る
研
修
計

画
」
に
基
づ
き
、
職
員
一
人
一
人
が
自
己
啓
発
に
努
め
、
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
能
率
的
な
事
務
処
理
を
執
行
で
き
る
よ

う
研
修
に
参
加
さ
せ
る
。

現
在

研
修
計
画
に
基
づ
く
研
修
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
研
修
所

で
の
研
修
参
加
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

な
ど
に
参
加
さ
せ
、
能
率
的
な
事
務
処
理
を
執
行
で
き
る
よ
う

職
員
の
自
己
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

職
員
の
人
材
育
成
は
。

問

１
年
前
の
答
弁

令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
、
県
内
で
初

と
な
る
民
間
団
体
委
託
に
よ
る
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
配
置
を
計
画
し
て
い
る
。

現
在

令
和
３
年
度
に
お
い
て
、
民
間
団
体
に
委
託
し
、

６
月
か
ら
移
住
定
住
情
報
発
信
、
地
域
お
こ
し
支
援
、

空
き
家
利
活
用
、
自
ら
の
定
住
に
向
け
た
活
動
な
ど

を
活
動
目
標
と
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
多
数
の
問
い
合
わ
せ
や
応
募
は
あ
っ

た
が
、
年
度
内
の
採
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
更
な
る
活
用
を
。

問
１
年
前
の
答
弁

核
家
族
化
の
進
行
や
一
人
親
世
帯
の
増

加
に
よ
り
、
子
供
や
若
者
も
家
族
の
ケ
ア
に
関
わ
ら

ざ
る
を
得
な
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
町
と
し
て
実
態
の
把
握
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

現
在

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
周
囲
も
当
人
も

認
識
不
足
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
る
普
及
啓
発
に
努
め
、

当
事
者
の
方
が
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
支

援
を
要
す
る
ケ
ア
ラ
ー
に
対
し
て
は
、
教
育
委
員
会

や
関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
し
て
い
く
。

１
年
前
の
答
弁

県
の
林
業
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
活
用
を

検
討
す
る
。
大
規
模
改
修
の
火
葬
場
を
始
め
、
公
共
施
設
で
活

用
し
、木
材
利
用
・
需
要
拡
大
の
促
進
と
林
業
の
振
興
に
努
め
る
。

現
在

県
林
業
研
究
研
修
セ
ン

タ
ー
は
、
森
林
整
備
や
林
業

普
及
に
関
す
る
業
務
が
主
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
木
材
の

利
活
用
の
連
携
は
困
難
で

あ
っ
た
。
ま
た
火
葬
場
に
つ

い
て
は
、
内
装
材
で
の
利
用

を
考
え
て
い
た
が
、
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地
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の
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と
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の
更
な
る
活
用
を
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き
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問
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の
高
い
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ケ
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に
、
早
期
の

適
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問
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を
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研
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が
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に
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、
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に
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利
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用
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ら
の
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に
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た
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動
な
ど

を
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と
す
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を
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ま
す
。
多
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の
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い
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せ
や
応
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は
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っ

た
が
、
年
度
内
の
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に
は
至
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て
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な
い
。

地
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お
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し
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力
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制
度
の
更
な
る
活
用
を
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前
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に
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、
子
供
や
若
者
も
家
族
の
ケ
ア
に
関
わ
ら

ざ
る
を
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の
把
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制
を
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く
必
要
が
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る
。
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に
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は
、
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当
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不
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で
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と
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に
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発
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当
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の
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を
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し
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要
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に
対
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は
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委
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会

や
関
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機
関
と
連
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く
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前
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の
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と
連
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し
活
用
を

検
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す
る
。
大
規
模
改
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の
火
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場
を
始
め
、
公
共
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で
活

用
し
、木
材
利
用
・
需
要
拡
大
の
促
進
と
林
業
の
振
興
に
努
め
る
。

現
在

県
林
業
研
究
研
修
セ
ン
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は
、
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や
林
業

普
及
に
関
す
る
業
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が
主
と

な
っ
て
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る
の
で
、
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材
の

利
活
用
の
連
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は
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で

あ
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ま
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場
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内
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で
の
利
用
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断じて容認できない町長

鹿
角
元
市
長
の

官
製
談
合
は

舘
岡
鹿
角
元
市
長
の
事
件
に
つ

鹿
角
元
市
長
の
事
件
に
つ

い
て
、
政
治
哲
学
（
公
益
性
）
の

い
て
、
政
治
哲
学
（
公
益
性
）
の

欠
如
、
議
会
の
無
関
心
、
無
気
力

欠
如
、
議
会
の
無
関
心
、
無
気
力

化
、
首
長
の
責
任
は
勿
論
一
番
大

化
、
首
長
の
責
任
は
勿
論
一
番
大

き
い
が
、
長
期
政
権
の
中
で
不
正

き
い
が
、
長
期
政
権
の
中
で
不
正

を
見
過
ご
し
た
議
会
の
体
制
の
結

を
見
過
ご
し
た
議
会
の
体
制
の
結

果
で
あ
る
。

町
長
一
連
の
報
道
に
つ
い
て

一
連
の
報
道
に
つ
い
て

は
、
未
だ
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ

は
、
未
だ
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。
コ
メ
ン
ト
を
差
し
控

て
い
な
い
。
コ
メ
ン
ト
を
差
し
控

え
る
。

舘
岡
我
が
町
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

我
が
町
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
民
の
受
け
入
れ
を
表
明
す
べ

難
民
の
受
け
入
れ
を
表
明
す
べ

き
。

町
長
日
本
政
府
を
含
め
た
国
際

日
本
政
府
を
含
め
た
国
際

社
会
が
綿
密
な
連
携
の
も
と
に
外

社
会
が
綿
密
な
連
携
の
も
と
に
外

交
努
力
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た

交
努
力
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た

い
。

舘
岡
中
国
木
材
㈱
が
能
代
工
業

団
地
に
進
出
、
��
IB
を
取
得
す
る

大
型
企
業
誘
致
で
あ
る
。
工
業
団

地
が
な
い
と
企
業
の
進
出
を
誘
引

で
き
な
い
。
地
元
の
雇
用
を
確
保

し
、
町
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
五
城
目
イ
ン
タ
ー
を
活
用

し
た
工
業
団
地
の
整
備
と
企
業
誘

致
の
計
画
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
問
う
。

町
長
進
出
企
業
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
土
地
の
造
成
な
ど
、
県
と

連
携
し
て
対
応
す
る
。
現
段
階
に

お
い
て
進
出
企
業
が
無
い
の
で
団

地
の
整
備
に
至
っ
て
い
な
い
。

舘
岡
昨
年
の
町
長
選
で
企
業
誘

森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
は

基
幹
産
業
の
活
性
化
に

向
け
て
長
所
と
課
題
は

森
林
組
合
の
合
併

に
向
け
て

舘
岡
森
林
環
境
譲
与
税
の
収
入

実
績
と
、
千
代
田
区
と
連
携
し
た

「
千
代
田
の
森
」、
路
網
の
整
備
、

再
造
林
へ
の
取
り
組
み
な
ど
今
後

の
計
画
は
。

町
長
令
和
３
年
度
７
千
４
８
２

万
円
の
見
込
み
。
基
金
は
５
千
１

５
５
万
円
。

令
和
３
年
度
17
ha
の
捨
て
切
り

間
伐
を
完
了
。
２
０
５
０
年
脱
炭

素
社
会
実
現
に
向
け
て
千
代
田
区

と
連
携
し
て
森
林
整
備
事
業
を
実

施
す
る
協
定
を
結
ぶ
こ
と
と
し
、

令
和
４
年
度
は
川
堤
町
有
林
５
・
７

ha
に
植
栽
の
予
定
。
こ
の
事
業
を

通
じ
、
民
有
林
の
再
造
林
の
促
進

を
行
い
、
林
業
専
用
道
の
整
備
を

県
と
連
携
し
、
地
元
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
く
。

舘
岡
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

合
併
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
町

長
の
対
応
に
つ
い
て
。

町
長
五
城
目
、
湖
東
、
男
鹿
、

３
つ
の
森
林
組
合
合
併
の
今
後
の

流
れ
は
、
合
併
推
進
協
議
会
（
男

鹿
市
、
潟
上
市
、
井
川
町
、
八
郎

潟
町
、
大
潟
村
、
五
城
目
町
各
市

町
村
長
、
及
び
各
森
林
組
合
の
役

手入れの行き届いた美林は地域の宝

高
速
イ
ン
タ
ー
を
活
用

し
た
工
業
団
地
の
整
備

と
企
業
誘
致
計
画
は

舘岡　　隆

員
が
委
員
と
な
る
）
に
て
予
備
契

約
、
認
可
、
登
記
完
了
後
、
年
内

に
合
併
を
目
指
す
。
町
と
し
て
も

積
極
的
に
推
進
す
る
。

舘
岡
組
合
員
数
、
所
有
面
積
は

五
城
目
町
が
多
い
。
組
合
の
本
部

事
務
所
を
、
五
城
目
町
中
心
市
街

地
又
は
、
役
場
庁
舎
周
辺
の
町
有

地
、
空
き
店
舗
、
空
き
事
務
所
に

移
転
す
べ
き
。
そ
れ
が
林
業
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
若

手
組
合
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
ア
ッ
プ
し
、
町
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
。

致
よ
り
現
在
あ
る
企
業
を
支
援
し

て
い
く
と
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
企

業
も
撤
退
し
た
。
能
代
に
進
出
し

た
中
国
木
材
㈱
に
「
木
の
街
五
城

目
」
と
し
て
何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
気
は
あ
る
か
。

町
長
能
代
市
で
は
、
工
業
用
地

対
策
室
を
新
た
に
設
置
し
て
対
応

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

こ
れ
ら
に
伴
う
町
に
よ
る
接
触
、

交
渉
は
し
て
い
な
い
。
可
能
性
を

模
索
し
な
が
ら
今
後
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

町
長
新
品
種
「
サ
キ
ホ
コ
レ
」

は
22
年
度
産
米
の
作
付
面
積

８
０
０
ha
に
設
定
さ
れ
た
。
担
い

手
不
足
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

ほ
場
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
。

林
業
は
皆
伐
に
向
け
た
森
林
が

４
０
０
ha
あ
り
、
今
後
林
業
の
利

益
向
上
を
見
込
む
。
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我
が
町
の
こ
の
冬
は
例
年
の

2.4
倍
の
降
雪
量
と
な
り
ま
し
た
。

除
雪
費
用
も
昨
年
に
く
ら
べ
て

３
，６
６
０
万
円
多
い
、
１
億

３
，５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
数
字
で
表

す
こ
と
で
、
年
間
予
算
の
配
分

や
そ
の
活
用
意
義
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
く
こ
と
が
議
員
の
役
割

の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
議
会

広
報
編
集
委
員
の
大
切
な
役
割

で
す
。

た
だ
、
数
字
や
文
章
だ
け
で

は
、
な
か
な
か
議
員
そ
れ
ぞ
れ

の
人
柄
や
想
い
が
伝
わ
り
に
く

い
こ
と
も
事
実
で
す
。
町
民
の

皆
様
が
よ
り
議
会
に
関
心
を
持

ち
、
議
員
に
相
談
し
た
り
、
議

場
に
足
を
運
ぶ
。
そ
し
て
、
町

の
未
来
に
つ
い
て
町
民
一
人
ひ

と
り
が
対
話
す
る
。
そ
の
よ
う

な
き
っ
か
け
と
な
る
「
み
ん
な

の
町
議
会
」
を
発
行
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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最
後
の
一
年
を
最
高
の
一
年
に

と
自
分
か
ら
挑
戦
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

六
年
生
に
な
り
、
下
級
生
の

お
手
本
に
な
ろ
う
と
責
任
感
を

も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
集
団
登
校
や
縦
割
り
班

で
の
活
動
な
ど
で
す
。
楽
し
く

安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
六

年
生
と
し
て
行
動
し
よ
う
と
決

心
し
ま
し
た
。
ま
た
委
員
会
の

委
員
長
に
も
な
り
ま
し
た
。
み

ん
な
を
ま
と
め
、
六
年
生
の
仲

間
と
協
力
し
学
校
を
盛
り
上
げ

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
勉
強
も

難
し
く
な
る
と
思
う
の
で
、

日
々
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
家

で
の
予
習
、
復
習
も
が
ん
ば
り

ま
す
。

五
年
生
で
学
ん
だ
挑
戦
や
自

信
と
、
六
年
生
で
感
じ
た
責
任

感
を
大
切
に
最
後
の
一
年
を
楽

し
み
、最
高
の
一
年
に
し
ま
す
。

五
年
生
の
時
は
、
人
前
で
発

表
す
る
こ
と
が
苦
手
で
し
た
。

そ
ん
な
私
で
し
た
が
、
運
動
会

で
放
送
担
当
に
な
り
ま
し
た
。

学
年
の
代
表
と
し
て
、
初
め
て

の
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

経
験
か
ら
人
前
で
発
表
す
る
こ

と
に
自
信
が
つ
い
て
き
ま
し

た
。
毎
日
の
授
業
で
進
ん
で
発

表
し
た
り
、
学
習
発
表
会
で
ナ

レ
ー
タ
ー
役
に
立
候
補
し
た
り

◯
五
城
目
で
生
活
し
て
い
て

感
じ
る
こ
と

自
然
と
の
距
離
が
近
く
て
、
毎

日
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
ら
れ
る

こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
日
々
開

く
花
の
蕾
や
、鳥
の
鳴
き
声
な
ど
、

今
ま
で
気
が
付
け
な
か
っ
た
発
見

が
あ
り
楽
し
い
で
す
。
雪
と
運
転

に
は
ま
だ
慣
れ
ず
途
方
に
暮
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
含

め
て
新
鮮
な
思
い
で
過
ご
し
て
い

ま
す
。

◯
こ
れ
か
ら
に
向
け
て

地
元
で
は
書
道
教
室
の
運
営
、

指
導
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、

近
い
将
来
、
年
齢
を
問
わ
ず
町
の

皆
さ
ん
が
楽
し
み
な
が
ら
書
と
触

れ
合
え
る
場
所
を
作
れ
た
ら
良
い

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

町
の
先
輩
た
ち
に
習
っ
て
、
五
城

目
町
の
色
々
な
姿
を
も
っ
と
も
っ

と
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
で

す
。

「
書
と
触
れ
る
場
所
を

つ
く
れ
た
ら
」

ʑาさん౻ࠤ
（上樋口）

五
城
目
朝
市
で
買
い
物
を
す
る

時
間
も
好
き
で
す

◯
い
つ
、
ど
ん
な
き
っ
か
け
で

五
城
目
へ

２
０
１
９
年
春
に
、
当
時
東
京

と
五
城
目
を
行
き
来
し
て
生
活
し

て
い
た
友
人
（
元
協
力
隊
の
張
さ

ん
）
夫
婦
に
誘
わ
れ
て
五
城
目
に

遊
び
に
来
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
こ
の
町
を
知
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
の
夫
と
知
り
合
い
、
昨
年

結
婚
を
機
に
地
元
の
横
浜
か
ら

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

五城目町立
五城目小学校６年

さんɹཅٶ

なかよく、楽しく
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倍
の
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量
と
な
り
ま
し
た
。
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費
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も
昨
年
に
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万
円
多
い
、
１
億
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万
円
と
な
っ
て
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ま
す
。
こ
の
よ
う
に
数
字
で
表

す
こ
と
で
、
年
間
予
算
の
配
分

や
そ
の
活
用
意
義
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
く
こ
と
が
議
員
の
役
割

の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
発
信
し
て
い
く
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と
が
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編
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委
員
の
大
切
な
役
割
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す
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た
だ
、
数
字
や
文
章
だ
け
で
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、
な
か
な
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議
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そ
れ
ぞ
れ

の
人
柄
や
想
い
が
伝
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に
く
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こ
と
も
事
実
で
す
。
町
民
の

皆
様
が
よ
り
議
会
に
関
心
を
持

ち
、
議
員
に
相
談
し
た
り
、
議

場
に
足
を
運
ぶ
。
そ
し
て
、
町

の
未
来
に
つ
い
て
町
民
一
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と
り
が
対
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す
る
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そ
の
よ
う

な
き
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か
け
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る
「
み
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町
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会
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を
発
行
し
て
い
き

た
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と
思
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ま
す
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ま
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ま
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思
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い

ま
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。
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に
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に
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と
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で
、
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、
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